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小林巖雄＊・立石雅昭＊・小松原 琢＊＊ 
 
地質調査総合センターは，その前身である地質調査所の1882年の創設以来，国土の地球科学的実態を解明するための 

調査研究を行い，さまざまな縮尺の地質図を作成・出版してきた．そのうちで，5 万分の 1 地質図幅は独自の地質調査 

に基づく最も詳細な地質図であり，基本的な地質情報が網羅されている． 

1978年に，地震予知連絡会によって，近い将来地震の起こる可能性がほかより高い地域として全国 8 地域の「特定観 
測地域」が選定され，政府を始めとする各界からこの地域の地質図幅の早急な整備が要請された．これを受けて，1979 
年から地震予知のための特定観測地域の地質図幅作成計画（特定地質図幅の研究）が開始され，現在その第 5 次計画が 
実施されている． 
三条図幅の作成は，この特定地質図幅事業の一環として実施されたもので，現地野外調査は平成 8 -11年度に行われた. 

調査に際しては，小林・立石が主に新第三系-下下 新下を，小松原が下下・下下 新下を分下し，全下のとりまとめは   
小林・小松原が下当した． 
調査・研究に際しては，多くの方々から協力をいただいた．新潟大学理学下地質科学科に在職していた下田哲郎助教 

授は本研究の一員として調査をされたが，1996年に逝去された．野外地質調査にあたり新潟大学自然科学研究科の安井 
賢，有馬富士自然学習センター準備室の林 成多，県立巻高等学校の山崎興輔，長岡市立科学博物館の加藤正明，新潟 
大学大学院生の満川知代，村尾技建の柿沼美保の各氏に御同行いただいた．また新潟大学理学下地質鉱物学教室の卒業 
論文及び理学研究科修士論文を参考にさせていただいた． 
下新下から下下 新下の中山中中の同定に中いては新潟大学人中教中科学下地学教室中川中中氏及び同研究室の中  

氏，下下 新下の一下の中山中の分氏は氏馬大学氏氏教授新井氏氏氏に，御協力・御教氏いただいた．有氏氏の研究は  
渡辺地質調査事務所の渡辺其久男氏，昆氏化石の研究は林 成多氏，魚沼中の堆積相解氏の研究は満川知代，柿沼美保， 
新潟大学積雪地域災害研究センターの卜下厚志の各氏，沖積低地の地下地質と応用地質に中いては株式会社興和の鴨井 
幸彦氏，衛星画像の解氏は環境地質下土田 聡技官に御協力をいただいた．御山中下の珪藻化石の分氏は有限会社パレ 
オ・ラボの藤根 久氏に依頼した． 
未公表の資料を含む地質・坑井資料は石油資源開発株式会社，帝国石油株式会社及び石油公団，地すべり・温泉など 

の資料は新潟県及び財団法人環境地質科学研究所に，三条地震の震度分布は有限会社防災情報サービスの下村 操氏に 
御提供いただいた． 
以下の方々に厚く御礼申し下げる．                              （平成13年稿） 
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Ⅰ．地  形 

 
（小松原琢） 

 

Ⅰ．1 地形概説 
 

三条図幅地域は，北緯37ﾟ30'-37ﾟ40'，東経138ﾟ45'-139ﾟ 
00'の範囲に相当し，行政的には新潟県燕市，三条市，長 
岡市，見附市，栃尾市，西蒲原郡（弥彦村・吉田町・分

ぶん

 
水
すい

町)，南蒲原郡（中之島町･栄町･下
した

田
だ

村)，三
さん

島
とう

郡（寺 
泊町・和島

わ し ま

村・出雲崎町・与板町・三
み

島
しま

町）に属する． 
本図幅地域は，越後平野とその東西の丘陵(弥彦山地， 

西山丘陵，下
した

田
だ

丘陵及び東山丘陵）からなり，北西端は 
日本海に面する（第 1 図)．越後平野は信濃川に沿って 

広がる広大な沖積平野で，平野を取り巻く丘陵には地質 

構造と同様の北北東-南南西方向の地形配列が発達する 

（第 2 図)． 
 

Ⅰ．2 丘陵・台地の地形 
 

越後平野西方（弥彦-西山地域）は，弥彦山地南端に位 
置する国

く

上
がみ

山（標高313m）を除いて，西山丘陵（または 
刈羽・三島丘陵；新潟第四紀研究グループ，1971）と呼 
ばれる標高250m以下の比較的なだらかな地形を呈す 
る．西山丘陵は，中央を縦断する島崎川沿いの低地(和島

わ し ま

 
低地）を境に東西に 2 分され，地質学的観点から西側を 
西山油帯ないし寺泊背斜地域，東側を中央油帯ないし小

お

 
木
ぎ

ノ 城
じょう

背斜地域と称する．西山丘陵のほぼ全域に樹枝状 
の水系をなす幅広い埋積谷が発達する．丘陵には多くの 
地すべり地形が認められ，ことに海岸部の寺泊背斜周辺 
と図幅南端部の小木ノ城周辺では地すべり地形が丘陵面 
積の約30％以上を占める(第 3 図)．西山丘陵周辺では段 
丘面は断片的に分布するにすぎない． 

越後平野東方の丘陵（三条-見附地域）は，刈谷田
か り や た

川を 
境に北側の下田丘陵と南側の東山丘陵に分けられる（第 
2 図)．下田丘陵は，鉢伏山(298m)を最高点として標高 
の割に急峻な地形をなし，Ｖ字谷からなる地質構造に規 
制された格子状の水系が発達する．下田丘陵においても 
地すべり地形が数多く認められるが，個々の地すべり地 

形は面積  1 km2 以下のものが多い．東山丘陵は長岡図 
幅内では鋸山（765m）を最高点として急峻な地形をなす 
が，本図幅はその北端部にあたり起伏量・接峰面高度と 
もに150m未満と小さい．下田丘陵や東山丘陵から越後 
平野に流入する五十嵐

い か ら し

川と刈谷田川沿いには約10段に区 
分される河岸段丘面が発達し，地殻変動の良好な変位基 
準となっている． 

 
Ⅰ．3 低地と海岸の地形 

 
図幅中央を占める越後平野は，信濃川とその支流から 

供給された堆積物によって埋め立てられた沖積平野であ 
る．この平野は，標高20m以下の極めて低平な地形をな 
すが，自然堤防と旧河道や後背湿地の間に比高数m未満 
の起伏が見られる．越後平野には，西山丘陵から小木ノ 
城川，島崎川など，東山丘陵から五十嵐川や刈谷田川な 
どの支流河川が流入する．五十嵐川と刈谷田川は礫質の 
堆積物を供給しているが，明瞭な扇状地地形は認められ 
ない.西山丘陵を縦断する島崎川沿いには長さ6-7 
km，幅1-2kmの和島低地が広がる．この低地の北部 
は，信濃川等の自然堤防にせき止められた堆積物によっ 
て構成され，近世中期の干拓以前には広い範囲に潟 
（円上寺

えんじょうじ

潟）が広がっていた（原田，1991)． 
信濃川をはじめとする平野の河川は近世以降盛んに流 

路の付け替えが行なわれ，特に越後平野西部には1922年 
完工の大河津

おおこうつ

分水路を始めとする人工水路が多い．人工 
水路が開削される以前，島崎川は西川を経て新潟市平島 
で信濃川に合流していたが，現在では大河津分水路や郷

ごう

 
本
もと

川，円上寺ずい道などの人工河川によって排水されて 
いる（大熊，1996)． 

本図幅北西部の日本海の海岸は，幅数10-数100mの砂 
浜海岸とその内陸側に砂丘が並走する平滑な砂浜海岸と 
なっている．大河津分水路の河口周辺では，分水路から 
多量の土砂が供給されるようになったため，通水開始以 
降急速に海岸線が前進している（磯部，1978)． 
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第 1 図 三条図幅周辺地域の衛星画像 
衛星：LANDSAT5 撮影年月日：1993 年 11 月 4 日 データ提供：RESTEC 
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Ⅱ．地 質 概 説 

 
 

（小林巖雄・小松原琢） 
 

Ⅱ．1 従来の調査・研究の概要 
 

本図幅地域における系統的な地質調査・研究は伊木 
（1909)，千谷（1918,1920）による油田地質調査に始ま 
る．これらは極めて綿密な野外調査に基づいて縮尺 1 / 
15,000ないし1/20,000の地質図と説明書にまとめられ 
たものであり，特に千谷（1918，1920）による地域的な 
層序や地質構造に関する知見はその後繰り返された地質 
調査によっても基本的にほとんど改められるところがな 
かった．大正末期より岩相による地層名の表記に変わっ 
て模式地の地名を冠した地層名が使われるようになり， 
同時に岩相と大型化石に基づく新潟県全域の上部新生界 
の対比と標準層序の確立が試みられた(Iki,1922；大村, 

1927a，b，1928，1930)．現在使われている地層名の多く 
は大村（1927a，b）によって命名されたものである．第 
1 表及び第 2 表に研究別の層序対比を示す．その後，昭 
和前期には底生有孔虫などを用いた層序研究がなされ 
（たとえば松井・中川，1942)，対比の再検討が試みら 
れた（池邊，1940,1941；など)． 

第二次大戦後，新たな石油鉱床の発見を意図して，地 
層の対比と堆積盆発達過程の解明(金原，1950a，b）や, 
平野地下を対象とする物理探査と大深度ボーリングによ 
る地下地質の解明（内藤，1952；池辺，1953）が試みら 
れる．中でも金原（1950b）は，堆積盆地の沈降・埋積 
と周辺地域の構造運動が魚沼期以降現在に至るまで同時 
的・累積的に行われていることに言及しており，これは 
後に一般化する第四紀地殻変動の累積性・斉一性の概念 

（たとえば笠原ほか，1978）を示した先駆的な考えと言 
える．こうした調査研究の結果，見附油田（関谷・広岡, 

1960；鯨岡，1960）のような平野地下のグリーンタフ中 
に大規模な油田・ガス田が発見され，引き続き行われた 
地下地質調査により新潟堆積盆地全体の層序・構造・発 
達過程に関する知見が著しく増加した（鯨岡，1962；望 
月，1962；竹内，1962；池辺ほか，1968；池辺ほか，1969； 
片平，1970；西島，1970；池辺ほか，1972；片平，1974 
a，b；茅原，1974a，b)．これらにより，越後平野の地下 
には厚さ3,000m以上に達する上部新生界が分布するこ 
と，平野西縁に大規模な逆断層が発達することが示され 
た．1960年代後半から70年代初めに地質調査所で行われ 
た新潟油田の総合調査(地質調査所報告250号-1及び2） 
では，寺泊層模式地の詳細な層序（宮下・三梨，1974） 
や西山丘陵の火山灰鍵層（鈴木ほか，1974a)が記載され, 

後者によって魚沼層群基底の不整合は堆積盆地縁辺部に 
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限られることが明らかにされた．なお，この調査にあ 
たって確実に寺泊層の層序を記載する目的で郷本川河口 
にオールコアボーリング（郷本 GSJ-1）が掘られている 
（鈴木ほか，1974a)．また古応力解析やモデル実験の成 
果を取り入れるなど新しい手法を導入して，地質構造や 
堆積盆地の形成機構を議論する構造地質学的研究（島田 
ほか，1967；鈴木ほか，1971,1974c)が盛んに行なわれ 
た．同じ頃，丘陵地域の連続露頭や試錐試料を利用した 
詳細な微化石層序学的研究（たとえば新保ほか，1981； 
中世古ほか，1972など）が行なわれるようになり，従来 
の底生有孔虫等による地層の対比に比べて精度のよい対 
比・編年が可能となった．しかしその後の研究の進展と 
共に，微化石や物理年代測定法を用いた新しい層序・年 
代観と，従来の層序・年代観の矛盾が次第に明らかにな 
り(池辺ほか，1978；池辺，1982)，層序や地 の再検討  
がなされるようになった．以下に1970年代中期以降の研 
究について概要を述べる． 

 
Ⅱ．1．1 新第三系-下部更新統の層序 

新潟地域における新第三系-下部 新統の層序・対比・  
地質年代は浮遊性微化石による生層序（秋葉，1992など）, 
火山灰層序（黒川，1999など）及び古地磁気層序の確立 
と導入， にと合年代尺度 (新潟県，2000)の試行によっ 
て著しく精度を向上させている． 

本図幅の南に隣接する東山丘陵及び西に隣接する西山 
丘陵中-南部を中心として，浮遊性有孔虫（米谷，1978 
など）や石灰質ナンノ化石（内尾，1975；佐藤，1982； 
佐藤ほか，1987）による微化石層序と，古地磁気層序 
（新戸部・新妻，1971；吉越，1983；真鍋・小林，1988； 
岸・宮脇，1996；加藤，1998など）が立てられた．その 
結果，表層地質の地域間対比や地表地質と坑井地質との 
対比と編年が高い精度で行われるようになった． 

特に対比に有効な微化石層位として，石灰質底生有孔 
虫の Blue Zone(渡辺，1976)，浮遊性有孔虫の Neoglobo- 
quadrina asanoi bed (米谷，1978)，No.3-No.1の 3  層 
準の Globorotalia inflata bed（工藤，1967；新保ほか， 
1979；宮崎･米谷1982；津田，1992)，Neogloboquadrina 
pachyderma の殻の巻き方が逆転する層準（新保ほか， 
1971)等，及び Gephyrocapsa caribbeanica の産出層準等 
の石灰質ナンノ化石帯（佐藤ほか，1987；平松，1991） 
が広く追跡されている． 

火山灰層の広域的な追跡は，微化石層序と共に地層を 
確実に対比する上で重要な役割を果たしている．火山灰 
層の広域的な追跡は鈴木ほか（1974a)，三梨ほか（1974) 
により始められ，次いで層相変化の激しい魚沼層群で広 
く追跡され，同時間面の設定に重要な役割を果たした 
（新潟火山灰グループ，1983；黒川ほか，1983；専報｢魚 
沼層群」編集委員会，1983)． に，．井ほか（ 1983）や 
菊池ほか（1984）は，魚沼丘陵の魚沼層群中に挟在する 

火山灰層が西山丘陵の西山層上部-灰爪層中に追跡され， 
岩相境界と時間面が斜交することを明らかにした．その 
後現在に至るまで，火山灰層の追跡範囲の拡大（たとえ 
ば Kurokawa and Watanabe，1990；新潟平野東縁団 
体研究グループ，1990,1991；黒川・大橋，1998）や， 
より下位層中の火山灰層の追跡(黒川ほか，1987,1992, 
1997)，及び他の堆積盆地との広域対比(たとえば吉川ほ 
か1994,1996；里口ほか，1999）が引き続いて行なわれ 
ている．これらの研究により，新潟地域の第三系は極め 
て高精度の対比・編年が可能となった(黒川，1999)．影 
山・金子（1992）及び新潟県（2000）はこれら新知見を 
総括した地質図を刊行している． 
 
Ⅱ．1．2 新第三紀-前期更新世の地史・古環境 

新生代の総括的地 ・古新境変新に関する研究は油田  
形成 と関連して研究が進められてきた．影山・鈴木  
（1974)，石和田ほか編（1992)，鈴木（1989）によって 
中新世以降の古地理・古新境が古地理図の提示とともに 
論じられている． 

新保ほか（1971)，米谷ほか（1980)，米谷・井上（1981) 

は越後平野周辺の坑井から得られた底生や浮遊性有孔虫 
に関する資料によって古新境の変新を議論し，No.3 
Globorotalia inflata bed 上限にあたる西山期の中ごろか 
ら越後平野西縁の断層が成長を始めたことを明らかにし 
た．また，小林ほか（1986,1988）は火山灰層より同時 
間面を設定し，鮮新世から第四紀前半に越後平野南部に 
堆積した西山層・灰爪層及び魚沼層群の堆積様式を，沈 
降運動と後背地の降起に降う降 物供給量の相降関降に  
よって説明した．また小林・立石（1992）は，越後平野 
周辺全域について層序を再検討し，中期中新世から前期 

新世の新時期の古地理を新新した．また，黒川ほか  
（1992）は西山丘陵の火山灰層を追跡し，丘陵西部で灰 
爪層基底が西山層を傾斜不整合に覆うことを明らかに 
し，この地域の褶曲構造が同層堆積期以前に成長してい 
たことを示した． に，岸・宮脇（ 1996）は西山丘陵の 
褶曲構造近傍に見られる不整合の形成年代を求め，この 
地域の褶曲構造が西方から東方へと順に形成されている 
ことを明らかにした． 
 
Ⅱ．1．3 中・上部更新統-完新統の層序と第四紀地殻変動 

本図幅周辺の中･上部 新統は，本代田層 (大村，1930) 
及びその相当層と段丘堆積物に大分されていた(新潟県， 
1977,1989)．しかし，稲葉ほか(1976)や田村ほか(1976), 
加茂団研グループ（1981）は，本代田層が不整合によっ 
てと数の地層に分けられること，その下半部は魚沼層群 
に対比される可能性が高いことを指摘した．本図幅東部 
の五十嵐川や刈谷田川沿いには，越後平野東方の丘陵地 
域では最も模式的に段丘面が発達する．これらの段丘に 
ついて，高野ほか（1968）は最初に記載を行い，高度分 
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布から地殻変動を論じた．次いで内藤(1985)，下田丘陵 
団体研究グループ（1986)，刈谷田川団体研究グループ 
（1977）などによって段丘面が細分され，古い段丘面ほ 
ど大きく変形していることが明らかにされた．その後鈴 
木（1976，1984）は，本図幅周辺の段丘面を区分すると 
共に，越後平野東縁部で段丘面が顕著に変形することを 
記載した． に高野 (1988）は下田-東山丘陵全域の地殻 
変動様式について論じ，鈴木(1993a）は五十嵐川流域の 
活断層露頭や変位地形を詳細に記載した．近年，新潟火 
山灰グループ（1994，1995）は五十嵐川流域のローム層 
を細分すると共にローム層から DKP, AT などの広域テ 
フラを検出し，Choi et al.（2000）は五十嵐川と刈谷田 
川中流域の後期 新世以降の段丘面を広域テフラによっ  
て対比・編年し，ブロック状の地殻変動によって段丘面 
が変形していることを示した． 

本図幅内の西山丘陵地域は，南に隣接する長岡図幅地 
域と域なって中・上部 新統の分布が限られ，鈴木 (1976) 
や藤田・長谷川（1996）による分布や層序に関する記載, 

Ota（1969）及び太田・鈴木(1979）による越後平野南縁 
部の活褶曲に関する研究を除いて，詳細な対比・編年や 
地殻変動に関する研究は最近までほとんど行われてこな 
かった．しかし，石油地質学的調査によって越後平野西 
縁に第四系を2,000m以上変位させる断層帯が存在する 
ことが明らかにされ（小林・渡辺，1984；鈴木，1989な 
ど)，断層活動性評価の観点から断層の変位速度や活動 
履歴が調べられるようになった．その結果，越後平野西 
縁の断層は第四紀の後期に約1 mm/yr以上の上下変位 
速度で活動し(下川ほか，1997)，完新世にも活動した可 
能性が高い（渡辺ほか，2000）ことが示されている． 

 
Ⅱ．2 越後平野周辺の生層序，標準時階区分と 

地質年代の概要 
 

越後平野周辺には降 性堆積物を越体とする厚い上部  
新生界が発達する．この上部新生界は，微化石や古地磁 
気，火山灰層及び年代測定によって高い精度で対比・編 
年されている（第 4 図：新潟県，2000)． 

特に有孔虫化石は新潟油田地域の上部新生界の対比に 
広く用いられ，Matsunaga（1963）により底生有孔虫層 
序が，米谷（1978）により浮遊性有孔虫層序が確立され 
ている．後者によって設定された新潟標準層序の階区分 
は，地表と共に坑井における地層区分・対比によく使わ 
れている．また越後平野周辺の鮮新統-下部 新統には  
3 層準の Globorotalia inflata bed が認められ，と合年 
代尺度により最下位の No.3 Globorotalia inflata bed が 
3.6-2.6Ma，No.2 Globorotalia inflata bed が1.45- 
1.25Ma，最上位の No.1 Globorotalia inflata bed が 
1.0-0.9Maと編年されている．上部鮮新統の Globoqua- 
drina asanoi 多産層準は Neogloboquadrina asanoi bed 

と呼ばれ，また，No.2 Globorotalia inflata bed 直上に 
位置する Neogloboquadrina pachyderma（dextral）多産 
帯から Neogloboquadrina pachyderma（sinistral）多産 
帯に交代する層準は Marker A と呼ばれ，それぞれ対比 
に用いられている．一方，石灰質ナンノ化石層序は七谷 
層と第四系に，珪藻化石層序は西山層の珪藻質泥岩に適 
用され，対比・編年に用いられている． 

本図幅に分布する火山灰層の多くは隣接図幅まで追跡 
されており，その多くはフィッショントラック年代測定 
法によって年代測定がなされている（村松，1985)． 

越後平野周辺の上部新生界は，有孔虫層序を規準とし 
て標準時階(Stage)が設定され，堆積盆地内の地層の対 
比と統一的な記載に役立てられている．本図幅に分布す 
る地層に関連する標準時階は下位から七谷階，寺泊階， 
椎谷階，西山階，灰爪階である(第 4 図)．しかし，生層 
序区分である標準時階と模式地の岩相層序区分が一致し 
ないため，一部で不都合が生じている． 

以下に新潟標準時階の新階の定義と年代値についてま 
とめる． 

七谷階 浮遊性有孔虫帯(米谷，1978)の PF1，PF2， 
PF3帯，底生有孔虫帯(Matsunaga，1963)では BF1帯 
の時期に堆積した地層として定義された．本時階は石灰 
質ナンノ化石帯（Okada and Bukry，1980）の CN3帯, 
CN4帯，CN5a帯下部に，珪藻化石帯(Yanagisawa and 
Akiba，1998)の NPD3帯上部-NPD5B帯最下部に相当 
する． 

寺泊階 浮遊性有孔虫帯（米谷，1978）の PF4帯と 
PF5帯，底生有孔虫帯(Matsunaga，1963)の BF2帯時 
期に堆積した地層として定義されている．BF2帯は下部 
の Cribrostomoides-Dorothia 亜帯と上部の Martinottiella 
communis-Spirosigmoilinella compressa 亜帯に細分され, 

これによって寺泊階は下部と上部に区分される（渡辺， 
1983；新潟県，2000)．このほか対比のマーカーとして， 
PF4帯に Globorotalia rikuchuensis Bed 及び PF5帯の 
中に Blue Zone が認定されている(渡辺，1976；新潟県, 

2000)．Blue Zone は下部寺泊層の中部層準に介在し，S 
-タフ付近にある．これはほとんどが砂質有孔虫のみを含 
む寺泊層の中にあって Cassidulina norcrossi, Gyroidinoides 
sp.，Valvulineria sp.などの石灰質有孔虫を多産する層 
準として認知されている．また，下部と上部寺泊層の境 
界を P-タフに置くことがある．一般に寺泊階は浮遊性 
有孔虫の産出が乏しく，底生有孔虫化石帯によって認定 
されてきた（改訂版「日本の石油・天然ガス資源」編集 
委員会編，1992)．石灰質ナンノ化石は産出しない．本 
時階に相当する東山丘陵の鋸山デイサイトから約8.98± 
0 .78Maの，西山丘陵の野積凝灰岩から約8 .47Maの 
フィッショントラック年代値が得られている．本階の年 
代は未だ確定されていないが概ね中期中新世末-後期中 
新世と考えられる． 
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椎谷階 浮遊性有孔虫帯の PF6帯，底生有孔虫帯の 
BF3帯に相当する地層として定義される．浮遊性有孔虫 
帯の Globorotalia ikebei/Orbulina universa Zone（PF6) 
（米谷,1978)は，下限は浮遊性有孔虫が全く産出しなく 
なる層準，上限は Globorotalia orientalis が初めて産出 
する層準に置かれた．この帯の浮遊性有孔虫は Globo- 
rotalia ikebei, Orbulina universa，Globigerina bulloides, 
G. woodi Neogloboquadrina pachyderma である．また, 
底生有孔虫帯の Miaiammina echigoensis Zone（BF3） 
（Matsunaga，1963）の下限は Spirosigmoilinella com- 
pressa の最終産出層準あるいは Miliammina echigoensis 
の初出現によって定められているが，BF3帯の上・下限 
は地域によって域なる可能性がある（立石ほか，1997). 
石灰質ナンノ化石は産出するが，生層序への適用は今後 

の研究が必要である．珪藻化石帯では Yanagisawa and 
Akiba(1998)の NPD8B帯に相当する．東山丘陵に分布 
する火山灰層 NA75から5.6±0.4Ma，NA29から4.3± 
0.2Maの，西山丘陵に分布する鹿島明神火山灰（Km） 
から5.87±0.41Maのフィッショントラック年代値が得 
られている．本時階は中新世末期前後から鮮新世前期に 
相当すると考えられる． 

西山階 浮遊性有孔虫帯(米谷，1978）の PF7帯に相 
当する地層として再定義された(佐藤ほか，1987)．この 
階の下限は No.3 Globorotalia inflata bedの下限であ 
る．本時階は石灰質ナンノ化石帯（Martini，1971）の同 
NN16帯から NN19帯の下部，及び同（Okada and 
Bukry，1980）の CN12帯，CN13帯下部に，また珪藻化 
石帯（Yanagisawa and Akiba，1998）の NPD8帯から 
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NPD10帯にほぼ相当する．本時階の下部は Gauss 正磁 
極期，上部は Matuyama 逆磁極期に相当する．本時階 
下限の年代については，珪藻及び石灰質ナンノ化石帯な 
ど生層序学的知見を総合してほぼ3.7-3.6Ma（新潟県， 
2000)，古地磁気と珪藻及び火山灰層序に基づいて約3.9 
Ma（黒川，1999）などの値が得られている．本時階の上 
限は後述するように定義によって域なるが，鮮新世前期 
から 新世前期に相当する．  
灰爪階 浮遊性有孔虫のマーカーAからNo.1 Globorotalia 

inflata bed 下限堆積時までに堆積した地層とされ，米谷 
（1978)の PF8 帯に相当する．しかし，柏崎図幅の西山 
丘陵にある模式地の灰爪層と下位の西山層の岩相境界は 
No.2 Globorotalia inflata bed下限のやや下位に位置 
し，これを基準に時階を再定義することが提案されてい 
る(小林ほか，1993)．本階は，珪藻化石帯では，Yanagi- 
sawa and Akiba（1998）の NPD10帯上部-11帯下部に 
相当する．また石灰質ナンノ化石帯では Okada and Bukry 
（1980）のCN13帯上部-14帯下部に，Sato and Takayama 
（1992）の biohorizon⑦-⑤に，小林ほか（1993）の定義 
では同⑩-⑤にほぼ相当する．本階基底の年代は石灰質 

ナンノ化石 Gephyrocapsa spp.(large)の消滅層準にほぼ 
相当し，約1.2Maと編年されている（斎藤，1999)．一 
方，小林ほか(1993)の定義による本階基底は1.45Ma前 
後とされる No.2 Globorotalia inflata bed より下位にあ 
たる．以上から本時階は前期 新世後半に相当すると考  
えられる． 

 
Ⅱ．3 新第三系-下部 新統の層序と構造  

 
本地域に分布する新第三系-下部 新統は，弥彦 -西山 

地域と三条-見附地域で域なる地層区分が用いられてい 
る．それらは弥彦-西山地域では下位から，七谷層(観音 

寺層)，寺泊層，椎谷層，西山層，灰爪層，魚沼層(上部) 

に，三条-見附地域では下位から，荒谷層，牛ヶ首層，白 
岩層，魚沼層に区分される(第 5 図)．本図幅周辺は植村 

（1976)のフォッサマグナ褶曲区のうち北越区に位置し， 

これらの地層を変位させる顕著な褶曲構造が発達する． 

次に新層の層相，火山灰層（第 6 図)，層序関降と年代 

（第 5 図)を簡単に記述する．また隣接地域の図幅との 

対比を第 7 図に示す． 
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Ⅱ．3．1 弥彦-西山地域 

七谷層（観音寺層)：緑色凝灰岩など火降岩類からな 
り，流紋岩質溶岩等を降う．本地域の七谷層からは未だ 
年代決定に有効な資料は得られていない． 

寺泊層：越に細粒-極細粒砂岩,黒灰色泥岩・黒紫色 
泥岩の降層からなる．野積（Nz）凝灰岩層，吉竹（Yot) 
凝灰岩層，夏戸パミス質（Ndp）凝灰岩層など数層の火 
山灰鍵層が挟在する．新潟標準層序の寺泊層の模式地は 
本図幅内に設けられ，中部-上部中新統と考えられる． 
本図幅の地表では七谷層に断層で接している． 

椎谷層：越にタービダイト相の砂岩泥岩降層からな 
る．郷本パミス質(Gtp)火山灰，中部の鹿島明神(Km) 
火山灰，夏戸ラミネイテッドゴマシオ（Nlg)火山灰など 
の凝灰岩層を挟有する．模式地の椎谷層に連続し，上部 
中新統-下部鮮新統と考えられる．下位の寺泊層の上に 
整合で重なる． 

西山層：越に青緑色-緑灰色の塊状泥岩からなる．西 
山丘陵地域で模式的に発達する越な火山灰層は，下位か 
ら善久院パミス質（Znp）テフラ群，志戸橋パミス質 
（Sdp）テフラ群，五軒火降質(Gos)砂岩，西山ゴマシ 
オ（Ngm）火山灰，不動滝パミス質（Fup）テフラ，中 
永白色ガラス質（Chw）テフラ群，及び小木ノ城背斜地 
域の本層最上部に挟在する出雲崎(Iz)火山灰とも呼ばれ 
た SK100である．これらの火山灰層の多くは模式地の西 
山層まで追跡され，模式地における生層序学的研究から 
下部鮮新統-下部 新統と考えられる．椎谷層の上に整  
合で重なる． 

灰爪層：越に砂質シルト岩，石灰質砂岩，粗粒-細粒 
砂，泥岩などからなり，海棲動物化石を多産する．挟在 
する火山灰層は下位から寺泊背斜地域の本層最下部に挟 
在するSK100，常楽寺（Zr）火山灰とも呼ばれたSK030 
（上越火山灰＝JA：Kurokawa and Hirata，1986)，小 
木（Og）火山灰である．これらの火山灰も広域的に追跡 
され，新潟標準層序の模式地との対比に使われている． 
SK100が小木ノ城背斜地域と寺泊背斜地域で域なる地層 
中に挟在するように，時間面と層相による地層区分は一 
致しないが，ほぼ下部 新統に相当する．灰爪層は寺泊  
背斜地域において西山層を不整合に覆い，小木ノ城背斜 
地域では整合に重なる．生層序と火山灰層の年代などか 
ら下部 新統と考えられる．  

魚沼層：本図幅地域に分布する魚沼層上部は泥，砂を 
越体とし，砂礫層や海成塊状シルト層を挟む．下位から 
ピンク（Pk）火山灰層とも呼ばれた SK020，黒坂ガラス 
質(Ksg)火山灰を挟む．これらの火山灰層も広域的に追 
跡されている．本層は火山灰層の年代や古地磁気年代か 
ら下部-中部 新統と考えられる．灰爪層の上に整合な  
いし一部不整合に重なる． 

本地域の新第三系-下部 新統は北北東 -南南西方向の 
褶曲構造によって著しく変形している．越要な褶曲構造 

は西側から寺泊背斜，島崎川向斜，出雲崎向斜，小木ノ 
城背斜，与板背斜である．越後平野と丘陵の境界付近に 
は雁行する大きな逆断層(角田-弥彦断層群及び脇野町断 
層）が伏在する． 

 
Ⅱ．3．2 三条-見附地域 

荒谷層：越に暗灰-黒色塊状泥岩からなり，薄い細粒 
砂岩層や火山灰層を挟在する．模式地（小千谷図幅内） 
の本層は，生層序から新潟標準層序の椎谷階に対比さ 
れ，上部中新統-下部鮮新統と考えられる． 

牛ヶ首層：下部がタービダイト相の砂岩泥岩降層，上 
部が青緑色-灰色塊状泥岩からなる．古戸二枚組ガラス 
質（Fwg）火山灰を挟有する．荒谷層の上に整合で童な 
る．長岡図幅内の生層序より本層は新潟標準層序の西山 
階下部に相当するとされ，下部-上部鮮新統と考えられ 
る．本層は荒谷層を整合に覆う． 

白岩層：砂質シルト岩を越とする．古戸含ホルンブレ 
ンド（Ftg）火山灰，古戸ゴマ付ガラス質（Fgg）火山灰 
を挟有する．長岡図幅内の生層序より本層は新潟標準層 
序の西山階中-上部に相当し，上部鮮新統-下部 新統と  
考えられる．本層は牛ヶ首層の上に整合で重なる． 

魚沼層：下部が細粒-中粒砂を越体とし，上部は砂，砂 
礫，泥，泥炭を含む．SK110・SK100火山灰層，堀構パ 
ミス質（Hmp）火山灰，広手ガラス質（Htg）火山灰， 
本田（Yt）火山灰を挟有する．SK100火山灰を挟有する 
ことから，この地域の本層下部は灰爪階に相当し，下部 
-中部 新統と考えられる．白岩層の上に整合で重なる．  

本地域の新第三系-下部 新統は弥彦 -西山地域と同様 
に北北東-南南西方向の軸をもつ褶曲構造をなす．越要 
な褶曲構造として，長岡図幅に中心をもつ東山背斜，下 
田丘陵の大面背斜，石地町向斜，庄川背斜，大平向斜が 
挙げられる．いずれの背斜も西翼に東傾斜の逆断層（吉 
野屋断層，北潟断層，大龍山断層）を降う． 

 
Ⅱ．4 中・上部 新統 -完新統と活構造 

 
三条図幅周辺の丘陵縁辺部には，魚沼層を不整合に覆 

う御山層が分布する．これは，砂・泥越体で礫を含む陸 
成の堆積物である．御山層には明瞭な堆積面が発達しな 
いことから，高位段丘堆積物より古い中部 新統の中部  
と考えられる． 

五十嵐川，刈谷田川の流域や丘陵縁辺部には，約10段 
に区分される段丘面を構成する砂礫質の段丘堆積物が分 
布する．これらは堆積物を覆うローム層中の広域火山灰 
を基に編年されている． 

越後平野と和島低地には砂・泥を越体とする完新統と 
中・上部 新統が厚く分布する．本図幅の中央北部 にあ 
たる燕市からその西方にかけての越後平野西部では，沖 
積層（完新統と最上部 新統を一括した層）が最大約 100 
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mの厚さを持つ． 
これらは,新第三系-下部 新統と同様に断層や褶曲に  

よる変位を受けている．特に越後平野西縁の角田-弥彦 
断層群や脇野町断層の平均変位速度  1 mm/yr を上回 

り，平野東方の庄川と背斜や東山背斜と共に内陸の逆断 
層としては日本有数の活動度の高い活構造帯を構成して 
いる． 
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Ⅲ．新第三系-下部 新統  

 
 

（小林巌雄・立石雅昭） 
 

本図幅内に分布する新生界は，第 5 図に示されるよう 

に，中部中新統以上の降 性堆積岩 ，火山岩類，及びそ 
れらに挟在する火山灰鍵層等からなる． 

新第三系-下部 新統は，弥彦 -西山地域の丘陵・山 
地，及び三条-見附地域の丘陵に広く露出する． 

弥彦-西山地域の新第三系-下部 新統は，下位より七  
谷層，寺泊層，椎谷層，西山層，灰爪層，魚沼層の新層 
に区分される．西山丘陵では，一部地域において灰爪層 
が西山層に，魚沼層が椎谷層-灰爪層に不整合で重なる 
他は，西山層以下の新層が下位層を整合に覆う．弥彦山 
地最南部には，下位より七谷層，寺泊層，椎谷層，西山 
層に区分される新第三系が分布する． 

三条-見附地域の新第三系及び下部 新統は，下位よ  
り荒谷層，牛ヶ首層，白岩層，魚沼層に区分され，いず 
れも整合で重なる． 

次に，弥彦-西山地域，三条-見附地域の順に新地層に 
ついて記載する． 
 

Ⅲ．1 弥彦-西山地域 
 
Ⅲ．1．1 七谷層（Ng，Nt，Nr） 

本図幅地域の最下位層を構成する．この地域では越に 
流紋岩・凝灰岩（Nr)，暗灰色泥岩・硬質頁岩．凝灰岩 
（Nt）及び緑色凝灰岩(Ng)からなる．地表部での分布 
は限られているが，相当層は地下に広く分布する．地下 
地質では七谷層の名称が用いられていることから，本図 
幅では七谷層として記述する． 

地層名・模式地 大村（1928）が加茂市大字大谷付近 
を模式地として七谷層を命名した．白井ほか（1976）は 
本図幅地域の北端，国上山付近の流紋岩質火降岩や溶 
岩，及び硬質頁岩を観音寺層と再定義，模式地の七谷層 
に対比した．なお，西田・茅原（1956）はこの地域の頁 
岩を 岩硬質頁岩層としたが，白井ほか (1976)は西田・ 
茅原（1956）の観音寺硬質頁岩凝灰岩降層に岩質上類似 
することから，まとめて観音寺層に組み入れた． 
分布 本図幅地域内では最北端の分水町国上山周辺に 

のみ露出するが，北隣の弥彦図幅内では弥彦山地に広く 
分布する． 

層厚 300m以上と推定される． 
層序関係 本図幅地域の最下位層をなす．上位は寺泊 

層の黒色泥岩層に整合に覆われると考えられる．本図幅 
地域では，寺泊層・椎谷層と断層関降で接するものと推 
定した． 

層相 図幅地域内では越に流紋岩質火降岩，同質溶 
岩，凝灰岩及び灰色硬質頁岩等からなる．流紋岩質火降 
岩類は塊状ないし不明瞭な層理を有する，緑色・白色・ 
黄灰色・青灰色等いろいろな色調をもつ凝灰岩，もしく 
は凝灰角礫岩からなる．国上山（山頂は弥彦図幅内）か 
ら国上寺周辺ではドーム状をなして流紋岩溶岩が挟まれ 
る．国上山西麓ではこの流紋岩質火山岩類を覆って，頁 
岩ないし泥岩が分布する． 

対比 本図幅地域においては，この七谷階を示す浮遊 
性有孔虫化石がいまだ検出されていないし，年代測定に 
よる時代決定もなされていない．岩相及び層序関降から 
七谷層に対比した．西山地域の丘陵に沿った越後平野に 
掘削された基礎試錐｢三島｣において，6,274.3m 以深の 
泥岩から Blow（1969）の N.8に相当する PF1帯が検出 
され，七谷階の存在が確認されているし，寺泊で掘削さ 
れた寺泊 SK-1D号井は七谷層のグリーンタフ層に到達 
している（第11表；新潟県，2000)． 

 
Ⅲ．1．2 寺泊層（Te） 

七谷層を整合に覆い，越に暗灰色-黒色の泥岩と細粒・ 
極細粒砂岩との泥岩優勢ないし等量砂岩泥岩降層からな 
る．厚層の火山灰・火降岩鍵層を特徴的に挟む．上位の 
椎谷層との境界は寺泊町郷本ルートにおける夏戸パミス 
質（Ndp）凝灰岩層の上限をもって，寺泊層の上限とす 
る（黒川ほか，1988)． 

地層名 大村（1927a）が三島郡寺泊町を模式地とし 
て，西山油帯地域の最下位層である黒色頁岩を越体とす 
る地層を寺泊層と命名した．池邊（1940）はこれを寺泊 
黒色頁岩層，池邊（1941）は尼瀬黒色頁岩と呼んだ． 

模式地 三島郡寺泊町大河津分水路左岸沿い．大村 
（1927a)は三島郡寺泊町に模式地を定めたが，大河津分 
水の開削後はこの分水沿いが模式地（ルート）として指 
定されている（宮下・三梨，1974)． 
分布 寺泊背斜の軸部において大河津分水路右岸の寺 

泊町野積から寺泊町郷本まで分布する． 
層厚 背斜軸部に分布するために下限は不明である 

が，地表部で確認される層厚は500m以上である． 
層序関係 大河津分水路右岸では露頭条件が悪く，直 

接の関降は確認できないが，前述のように断層で接する 
ものと考えている．左岸の寺泊背斜軸部では寺泊層の最 
下部が地表に露出していないため関降は不明である．白 
井ほか（1976）は七谷層を整合に覆うと考えた． 

地層区分 寺泊層は1）凝灰岩層，2）岩相，3）有 
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孔虫化石によってそれぞれ域なる層準で二分されてき 
た．1）の区分としては，野積（Nz）凝灰岩層を境にし 
て寺泊層を下部・上部に区分する（白石ほか，1969)． 
また，宮下・三梨（1974）は大河津分水ルート（寺泊層 
模式ルート）において，層相の変化から Nz 凝灰岩と Ka 
凝灰岩との中間付近の層準に境界をおき，上部層と下部 
層とに分けている．鈴木ほか（1974a）は開削後の大河津 
分水路沿いのルート（第 8 図）を模式ルートとし，岩相 
並びに有孔虫化石による分帯から寺泊層を下部層，上部 
層に二分した．両者の境界は野積（Nz）凝灰岩の約30m 
下位におかれた．新潟油田地域の標準層序としての寺泊 
階は浮遊性有孔虫帯(米谷，1978）によって PF4 と PF5 
帯に細分され，それぞれ寺泊階下部と上部に区分されて 
いる．これに基づいて，寺泊層は下部寺泊層と上部寺泊 
層に区分することもある． に，底生有孔虫による  BF2 
帯は下部の Cribrostomoides-Dorothia 亜帯と上部の Mar- 
tinottiella communis-Spirosigmoilinella compressa 亜帯 
に細分され,これによって寺泊層（階）を下部と上部に 
区分している(渡辺，1983；新潟県，2000)．坑井の地層 
区分には有孔虫化石帯による階区分が用いられている． 
本図幅の坑井に関する説明では，有孔虫による階区分に 
したがって記述されている． 

層相 近年，護岸工事や植物による被覆によって大河 
津分水ルートの露頭条件は河床が露出する渇水期を除い 
て悪くなった．また，寺泊層の岩相の影響もあり，寺泊 
丘陵全域が著しい地すべり地帯を形成していて，寺泊層 
の連続的な岩相の観察は困難である．したがって，ここ 
では寺泊層をまとめて記述するが，野積（Nz）凝灰岩層 
を境に上部，下部に分けて述べる． 

寺泊層の上部が露出する大河津分水路左岸の野積大橋 
付近では，厚さ15-40cmの黒色-暗灰色の泥岩と厚さ20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

cm以下の細粒-極細粒の砂岩との降層からなる，泥岩優 
勢のフリッシュ型砂岩泥岩降層を呈する（第 9，10図)． 
泥岩は特徴的に下部の暗灰色部と上部の暗褐色部に分け 
られる(第11図)．下部の暗灰色部は浅海生の有孔虫化石 
を含み，下位の砂岩から漸移するタービダイト性泥岩部 
（Bouma（1962）の Te(t）ないし Et）である．一方， 
上部の暗褐色部泥岩は深海生の有孔虫化石を含む半遠洋 
性の泥岩（Bouma（1962）の Te(h）ないし Ep）である 
（讃良ほか，石油資源開発株式会社内部資料)．砂岩は 
Bouma（1962）の Ta 部（塊状・級化部）を欠き，Tb 部 
（平行葉理部）もしくは Tc 部（斜交葉理部）に始まる典 
型的なディスタルタービダイト相である．また，この露 
頭では長さ3-5cm，幅1-1 .5cmの玄能石が多産する 
（第12図)． 

寺泊背斜軸部及び大河津分水の右岸に分布する寺泊層 

第９図 寺泊層上部層の砂岩泥岩降層 
寺泊町大河津分水ルート．写真の縦が約1.2m．
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は，大河津分水に露出する岩相に同じ砂岩層を越とする 
砂岩泥岩降層と挟在する火山灰，火降岩鍵層からなる． 
寺泊層の下部は全体として上部よりやや厚く，堅硬な砂 
岩層を挟む泥岩優勢の砂岩泥岩降層である（鈴木ほか， 
1974a)． 

火山灰鍵層 宮下･三梨（1974）によって下位より Fa, 
Ka，Nz の 3 枚の厚い珪長質テフラが認められ， に  
Nz 凝灰岩の約20m上位に吉竹(Yot)凝灰岩が挟在する 
（黒川ほか，1987)．寺泊層の最上部には吉竹パミス質 
（Yop)凝灰岩及び夏戸パミス質(Ndp)凝灰岩が鍵層と 
して認定された（黒川ほか，1987)． 

化石 寺泊層は越に有孔虫化石を産出し，地質時代の 
項で述べるように浮遊性有孔虫化石帯（米谷，1978）の 
模式地が寺泊町に設けられた．このほか，頭足類の化石 
が発見された． 
有孔虫化石：宮下・三梨（1974）は Mt 凝灰岩より約20 

m下位の層準を境にして有孔虫組成が著しく変化する 
と記述している．この層準よりも下位では，Cassidulina 
norcrossi, Epistominella sp., Valvulineria sadonica など 
の石灰質有孔虫を産し(第 3 表)，地質時代の項で述べる 
ように Blue zone と見られる．上位では Cyclammina sp., 
Martinottiella communis, Spirosigmoilinella compressa, 
Haplophragmoides sp．等の砂質有孔虫を産出する． に  
Nz凝灰岩から層厚500m上位まで石灰質有孔虫と砂質 
有孔虫が交降に多産する地層が存在する点も注目され 
る． 

タービダイト性砂岩，タービダイト性泥岩（Et）と遠 
洋性泥岩（Ep）における有孔虫組成（第11図）は，石灰 
質底生有孔虫を越体とするタービダイト性砂岩，半数の 
砂質有孔虫，石灰質底生有孔虫，Cassidulina 及び Doro- 
thia からなる Et，半数以上の砂質有孔虫と Dorothia か 
らなる Ep をそれぞれ特徴としている（讃良ほか，1986； 
渡辺・秋山，1996)．遠洋性泥岩中の Dorothia，Cribro- 
stomoides, Haplophragmoides は現地性とみなされるし, 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Blue Zone の石灰質底生有孔虫は上部-下部大陸棚斜面 
の群集である． 

頭足類化石：Nz 凝灰岩層の下位約60mに挟在する 
タービダイト性の中粒-細粒砂岩層の底面から発見され， 
Mizuhobaris izumoensis  に同定された（小林・吉原， 
1990)．この産出層準は石灰質有孔虫が産出する Blue 
Zone に相当する． 

堆積環境 長岡・出雲崎・三条図幅地域に分布するフ 
リッシュ型の泥岩優勢ないし等量砂岩泥岩降層からなる 
タービダイト相の寺泊層は，難波山海底扇状地（遠藤・ 
立石，1990）のデイスタルな堆積相である．本図幅北端 
の角田・弥彦山地から下田丘陵の三条付近に至る七谷期 
から寺泊期前期にかけての海底火山帯の高まりが，西頸 
城地域から本図幅地域に達する比較的広大で起伏の少な 
い海底平坦面の北縁をなしていたと考えられる． 

寺泊層を構成するタービダイト性泥岩（Et）と遠洋性 
泥岩(Ep）に含まれる有機物及び有孔虫についての研究 
が，讃良ほか(1986)，渡辺・秋山(1996)，藤田ほか(1997) 
によってなされた．Et と Ep の分析結果を第 4 表に示 
す．Et のケロジェンではビトリナイトと NFA が卓越 
し，Ep では越に WFA からなる．赤外線吸収スペクトル 
の相対強度比から求めた Ep のケロジェンが Et よりも， 
また下部寺泊層（浮遊性有孔虫生層序分帯による区分） 
EPのケロジェンが上部寺泊層のそれよりも脂肪族炭化 
水素鎖の相対含有量が多く，鎖長も長い．この結果から， 
EPのケロジェンの方が石油生成能力が大きいと判断さ 
れた．藤田ほか（1997）は oleanane/hopane 比，ステラ 
ン組成の分析から，Et と Ep とでは有機物の起源が述 
い，陸源物質の影響は Et で大きいことを明らかにした. 
また Pr/Ph 比より寺泊層上部では Ep が Et より還新的 

第12図 寺泊層上部の砂岩泥岩降層に含まれる玄能石．

寺泊町野積橋上流 
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な堆積新境を示すが，下部寺泊層では両者の差は小さい 
と述べている． 

地質時代 PF4 帯の模式層として大河津分水路左岸 
の寺泊層の下部が，PF5 帯の模式層としては寺泊町北方 
の海岸ルートにおける寺泊層の上部がそれぞれ指定され 
た（米谷，1978)．PF5 帯の中に認定されている Blue 
Zone（渡辺，1976；新潟県，2000）は本図幅で記述する 
寺泊層の下部に介在する．Blue Zone は砂質有孔虫を含 
む寺泊層（PF5 帯）の中にあって Cassidulina norcrossi, 
Gyroidinoides sp, Valvulineria sp．などの石灰質有孔虫 
を多産する層準として知られている．大河津分水路左岸 
に露出する地層の大半は，PF5 帯に相当するものと考え 
られる．フィッショントラック年代は，Fa 凝灰岩で11.8 
Ma（村松，1985)，Nz 凝灰岩で7.5Ma（天然ガス鉱業 
会・大陸棚開発協会，1982）及び8.4Ma（村松，1985） 
である．Nz 凝灰岩は坑井で認定される Q-タフに対比 
されてきた（猪間，1976)． 

寺泊層は上部・中部中新統である． 
 
Ⅲ．1．3 椎谷層（Sy） 

砂岩と泥岩の有律的な降層からなる，最大層厚1,000 
mに達する典型的なタービダイト層である．しばしば火 
山灰鍵層並びに含礫泥岩層を挟む．人工的に開削された 
寺泊町の郷本川に沿って連続的なサクセッションが観察 
される．寺泊層に整合に重なり，西山層に整合に覆われ 
る． 

地層名 Iki（1922）が西山油帯と新潟県頸城地域北部 
に発達する頁岩と砂岩の降層を椎谷統と呼称したが，大 
村（1927a）はこれを椎谷層，渡辺（1932）は椎谷砂岩頁 
岩降層と呼んだ．池邊（1941）は椎谷砂岩と石地砂岩泥 
岩降層に区分した． 
模式地 柏崎図幅内の柏崎市椎谷の観音岬が模式地と 

されてきたが，本図幅南西端の寺泊町郷本川の改修に 
降って，川沿いに連続露頭が出現した．このルートを準 
模式ルートとするのが適当である（小林ほか，1993)． 
分布 西山丘陵北部では寺泊町郷本から寺泊背斜の東 

翼に沿って，寺泊町弁才天
べんざいてん

を経て大河津分水右岸の分水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町国上まで分布する．また小木ノ城背斜の軸部に狭く分 
布する． 

層厚 模式地の観音崎では全層厚1,200mに達するが， 
北に薄くなる．本図幅南西部の郷本川ルートでは層厚約 
300mとなる．小木ノ城背斜軸部では下限は不明である 
が，郷本パミス質テフラ群(Gtp)の層準から考えて層厚 
約350mである． 

層序関係 下位の寺泊層に整合に重なり，上位の西山 
層に整合に覆われる．椎谷層の下限は夏戸パミス質 
（Ndp）凝灰岩の上限におかれる（黒川ほか，1987)．な 
お，寺泊階と椎谷階の境界については，浮遊性有孔虫に 
よって規定されているが，両層の境界の層準に関して 
は，これまで研究者により域なる意見が出されてきた． 
このことについては，出雲崎図幅（小林ほか，1993）の 
中ですでに記述されている． 

層相 砂岩優勢の砂岩泥岩降層を越とし，厚さ数m 
以上の厚層砂岩や含偽礫泥岩，スランプ堆積物を降う 
（第13図)．また，火山灰鍵層を挟在する． 

郷本川沿いの椎谷層サクセッションについての詳細な 
岩相記載並びにその堆積学的な解析は徳橋ほか（1999） 
によって行われた．郷本川沿いのルートマップ及び柱状 
図を第14，15図に示す．徳橋ほか（1999）は，このルー 
トに見られる層相をタービダイト砂岩，タービダイト泥 
岩と半遠洋性泥岩，含偽礫泥岩，凝灰岩に分けている． 
以下，それに沿って，岩相を記述する． 

第13図 椎谷層の露頭 
寺泊町郷本ルート．露頭の高さは約6 m． 
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タービダイト砂岩は層厚1m以下．数10cm以上のも 
のは Ta に始まる Bouma（1962）の完全シーケンスを呈 
するものが多い．砂岩の基底はかなり不規則で，小礫を 
含む小規模なスカーアンドフィル構造が認められる．数 
10cm以下の砂岩は細粒で，Tb-Tc に始まる不完全シー 
ケンスをなし，全体にクライミングリップル葉理の発達 
が目立つ．しばしばコンボルート葉理を呈する．タービ 
ダイト泥岩(Te [t]）は灰白色砂質シルト-粗粒シルトで 
級化しており，上位の半遠洋性泥岩（Te [h]）は暗灰色 
細粒シルト岩で，級化を示さず，こうした特徴から，野 
外でも識別される．含偽礫泥岩は厚さ数10cmから数m 
のものまで，岩相上変化に富む．基質は淘汰の悪い砂質 
シルト-粗粒シルト岩で，この基質中に変形した大小さ 
まざまな泥岩，砂岩の偽礫が含まれる．古期岩類の礫が 
ほとんど認められないのが特徴で，海底土石流堆積物と 
見られる． 

徳橋ほか（1999）は詳細な堆積柱状をもとにタービダ 
イトサクセッションの時系列解析を行っている（第16 
図)．それによると，一定の厚さの半遠洋性泥岩の堆積期 
間におけるタービダイト砂岩の 度と積間層厚の変動に  
10万年余の周期が認められた．また，徳橋ほか（1999） 
はこれらのタービダイト砂岩に発達するクライミング 
リップル斜交葉理のフォアセット葉理面の走向傾斜の測 
定をもとに，その古流向を検討している．それによると, 

タービダイト砂岩の下部では北北西への流下が卓越して 
いるが，上部では北方向への流下が卓越する．全体とし 
てこれまで報告されてきた西山油帯における椎谷層の古 
流系（小林ほか，1993）に調和的である．寺泊背斜地域 
ではこの古粒系に調和的に岩相が変化し，より南に行く 
につれ，粗粒化し，層厚も厚くなる（小林ほか，1993). 

一方，小木ノ城背斜地域では全体として寺泊背斜地域 
より薄く，細粒のタービダイト相からなる．越に厚さ数 
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10cmの細粒-中粒砂岩と厚さ5-40cmの暗灰色塊状の 
泥岩との等量-泥岩優勢フリッシュ型降層からなり，と 
きに厚さ2-4mの塊状あるいは厚層の中粒-粗粒砂岩 
や含偽礫泥岩，スランプ堆積物を挟む．三島郡三島町の 
中永隧道東のルートではスランプ褶曲した降層や，海底 
斜面で滑動した泥岩優勢砂岩泥岩降層からなるブロック 
があたかも不整合のように累重する露頭も見られる（小 
玉ほか，1971)． 

火山灰鍵層 半遠洋性泥岩中に多数認められる．下位 
から，越な火山灰層は郷本パミス質(Gtp)テフラ群，鹿 
島明神(Km)凝灰岩，西山ラミネイテッドゴマシオ(Nlg) 
テフラ群（鈴木ほか，1974a；黒川ほか，1987）である． 
これらの鍵層は，寺泊背斜周辺から小木ノ城背斜周辺に 
かけて良く連続し， に新潟堆積盆全体に広がるものも  
ある． 

化石 隣接地域及び郷本川ルートの椎谷層から有孔 
虫，放散虫化石等が産出する（中世古ほか，1972；小林 
ほか，1993)． 

堆積環境 西山・中央油帯の椎谷層はタービダイトと 
その随降堆積物からなる海底扇状地堆積物として考えら 
れてきた（Tateishi et al.，1984；鈴木，1989）が，古流 
向の集中性，層厚の変化，岩相の側方変化などから，新 
潟方向（北北東-南南西）の延びを持って形成された狭長 
なトラフ型海盆に南南西から流入したトラフ充塡型ター 
ビダイトと考えられる(立石ほか，1992)．Walker(1992) 
の CCC タービダイトが普遍的に認められることから， 
これらのタービダイトはトラフの中の流路とその自然堤 
防堆積物を越とすると考えられる．郷本川サクセッショ 
ンに ンに認められる海底土石流堆積物である含偽礫泥  
岩はトラフ斜面の不．定性と近場からの供給を意味して 
いると考えられる．また，長期にわたる古流系の．定は 
トラフの成長と後背地の．定したシステムを示唆する． 

郷本川沿いの椎谷層を構成するタービダイト性泥岩 
Et と遠洋性泥岩 Ep に含まれる有機物について研究し 
た藤田ほか（1998）によると，Et と Ep はともに陸源の 
マセラルが卓越し，両者には有意の差が認められない． 
また両者ともに少量ながら海洋起源の渦鞭毛藻を含んで 
いることから，海洋起源有機物も含まれているとしてい 
る． に，前記の寺泊層の有機物との比較から，郷本川  
の椎谷層は寺泊層より Proximal な fan delta であり，か 
つより浅く酸化的新境の下で堆積したと述べている． 

地質時代 浮遊性有孔虫化石帯（米谷，1978）の PF6 
帯に相当する．地表の調査ではこの化石帯が確認されて 
いないが，模式地からの地層の連続及び郷本川における 
火山灰鍵層の同定によって椎谷層として認定される．椎 
谷層は上部中新統の上部から下部鮮新統である． 

 
Ⅲ．1．4 西山層（Ny，Na） 

椎谷層を整合に覆い，越に青緑色の塊状泥岩（Ny）か 

らなる．下部に砂岩泥岩降層（Na）を降う．多数の火山 
灰鍵層を特徴的に挟む．上位の灰爪層との境界は寺泊背 
斜側で傾斜不整合になり，一部の地域で西山層がすべて 
削 されている．一方小木ノ城背斜側では整合，与板背  
斜周辺では灰爪層と西山層が側方変化している．西山層 
の上限は青緑色塊状泥岩から灰爪層の砂質シルト岩へ移 
行する層準に引かれるが，漸移的に移行するために境界 
の層準を定めにくい． 

地層名 大村(1927a）は椎谷層を整合で覆う，越に細 
粒灰色頁岩からなる地層を西山層と命名したが，これは 
Watanabe(1926)の西山灰色頁岩と同じものである．そ 
の後渡辺（1932）は西山頁岩層，池邊（1941）は西山泥 
岩と呼称した．池辺（1949）は出雲崎図幅に分布する西 
山泥岩の下部の降層部を浜忠降層と命名している． 

模式地 池邊（1941）が指定した模式地は越後線西山 
駅北西250mの崖(柏崎図幅内)である．出雲崎図幅内の 
出雲崎町常楽寺ルートではかなり完全な層序を見ること 
ができる． 
分布 寺泊背斜の東翼にあたる寺泊町志戸橋から郷本 

川の北東まで連続して分布し， に夏戸，戸崎，分水町  
真木山，国上の東部と丘陵地の東縁に沿って断続的に分 
布する．中央油帯では小木ノ城背斜最北部の両翼及び与 
板背斜軸部に分布する． 

層厚 寺泊背斜東翼で約260m，小木ノ城背斜最北部 
-与板背斜周辺で500-650mである． 
層序関係 西山層の下限は椎谷層の砂岩優勢な砂岩泥 

岩降層から青緑色塊状泥岩への変化をもって境界とす 
る．境界付近は漸移的である．ただし，西山層下部に浜 
忠降層と呼ばれる砂岩泥岩降層がくることもある． 

層相 越に青緑色，一部暗灰色の塊状泥岩と，下部に 
砂岩泥岩降層を降うことがある．前者は層相の変化に乏 
しい地層である．暗色の細かい筋が泥岩に多数不規則に 
入るのも特徴の一つといえる．上部は半固結程度で，下 
部はかなり固結している．極細粒-細粒の砂岩層が挟在 
することもある． 

火山灰鍵層 火山灰層が多く挟在し，良好な鍵層をな 
すものが多い．越な火山灰層は，下位から善久院パミス 
質（Znp）テフラ，山田白色ガラス質（Ywg）テフラ群, 
志戸橋パミス質(Sdp)テフラ群の新火山灰層，五軒火降 
質（Gos）砂岩，武石パミス質（Tsp）テフラ群，西山ゴ 
マシオ（Ngm）火山灰層，不動滝パミス質（Fup）テフ 
ラ，中永白色ガラス質（Chw）テフラ群である（鈴木ほ 
か，1974a；黒川ほか，1987；黒川，1999)．SK100は小 
木ノ城背斜東翼で西山層の最上部に介在するが，柏崎図 
幅の海岸寄りの丘陵（尼瀬背斜）では灰爪層の最下部に 
挟在する（小林ほか，1995)． 

化石 三条図幅内では，石灰質ナンノ化石（佐藤， 
1981)，放散虫化石（中世古ほか，1972)，有孔虫化石な 
ど新種の化石が報告されている．海綿骨針 Makiyama 
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chitanii を産出する． 
石灰質ナンノ化石：出雲崎図幅において西山層の最上 

部から産出する．越な種類は Coccolithus pelagicus, 
Gephyrocapsa spp.(small), G. caribbeanica, G. oceanica, 
G. aperta, Pseudoemiliania lacunosa などである（佐藤 
ほか，1987)． 

放散虫化石：郷本ルートでの調査から Thecosphaera 
japonica, T. tochigiensis, Stylatractus yatsuoensis, Spon- 
godiscus spp., Spireuma circularis が産出し，Form B 
型と Tj 型群集とが認定された（中世古ほか，1972)． 

有孔虫化石：出雲崎図幅（小林ほか，1993）に記載さ 
れている．本地域からは第 5 表の有孔虫化石が産出した． 

軟体動物化石：上部層準に深海棲の二枚貝である 
Palliolum Peckhami（GABB）を多産する層がある． 
堆積環境 西山層の塊状泥岩は上部漸深海の陸棚斜面 

の半遠洋性泥岩である．西山層の堆積する時代は，有孔 
虫化石群集の変新から見ると，古日本海に流入する暖流 
と寒流が交降に優勢になる時であった． 

地質時代 石灰質ナンノ化石基準面⑬-⑨が認定され 
ている（Sato and Takayama，1992；新潟県，2000)． 
浮遊性有孔虫化石帯（米谷，1978）の PF7 帯がこの地層 
に相当する．また，No.3 及び No.2 Globorotalia inflata 
bed は本図幅地域において地表で確認されていないが， 
その位置を出雲崎図幅からの延長として推定できる．本 
地域における浮遊性及び底生有孔虫化石帯は隣接する出 
雲崎図幅（小林ほか，1993）においてすでに検討されて 
いること，また地層が連続して露出するルートもないの 
で調査をしていない． 

鮮新世と 新世の境界とされる古地磁気層序の  Ol- 
duvai イベントの上限は，小木ノ城背斜の北部において 
西山層の上部に位置付けられている． 

西山層は下部鮮新統-下部 新統である．  
 

Ⅲ．1．5 灰爪層（Hz） 
寺泊背斜地域では西山層を傾斜不整合に覆い，小木ノ 

城背斜地域では西山層に整合に重なる，越に青灰色の塊 
状砂質シルト岩ないしシルト質砂岩で，細粒砂岩と極細 
粒砂岩-シルト岩の細降層，細粒-粗粒砂が上部に見られ 
る．上位の魚沼層との境界は整合ないし一部不整合であ 
る． 

地層名 大村(1927a）は越後油田層序の中部層を三つ 
に区分し，上部を占める砂質頁岩を灰爪層と命名した． 
池邊（1941）は下位から灰爪細土層と船橋砂層に区分し 
た． 

模式地 三島郡西山町灰爪（柏崎図幅内)． 
分布 寺泊背斜東翼では，寺泊町志戸橋から北東に向 

かって夏戸まで分布する．寺泊町田頭の北では魚沼層が 
直接椎谷層を覆い，灰爪，西山両層が欠如する．小木ノ 
城背斜最北部及び与板背斜の西翼には広く分布する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

層厚 寺泊背斜の南東翼で120m，小木ノ城背斜周辺 
で650-800mである． 

層序関係 灰爪層基底の不整合は寺泊背斜南東部にお 
いて確認され，西山層が大きく削 されており，一部で  
欠如するまでになる(黒川ほか，1992)．一方，小木ノ城 
背斜地域においては下位層に整合で重なり，西山層との 
境界は漸移的である．両地域における層序関降について 
は大村（1927b）及び池邊（1940）によって指摘されてい 
た． 

郷本川左岸の小支谷において，西山層下部が灰爪層に 
よって不整合に覆われるが，不整合の露頭はかつて新道 
の崖で観察できたものの現在は見ることができない．西 
山層の泥岩の角礫-亜角礫からなる層厚3m以上の基底 
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礫岩層の露頭（第17図）がある．この上位には含細礫シ 
ルト質砂，石灰質砂が層厚10m以上重なり，有孔虫化石 
を多く含む． 

層相 本層は，シルト質砂岩，シルト岩，砂質シルト 
岩のほか，細粒-粗粒砂，石灰質砂岩，細粒砂岩と極細粒 
砂岩・シルト岩の細降層からなる．次に，新地域に分布 
する越な岩相を記述する． 

灰爪層の模式地における岩相は越に中礫-小礫を多く 
含む粗粒-中粒の石灰質砂からなり，この固結した石灰 
質砂は「夏川石」と呼ばれている．SK030の白ザラ部 
（上越火山灰）がこの上部に挟在する． 

小木ノ城背斜周辺では，下位から厚い塊状の砂質シル 
ト岩層，細粒砂岩と極細粒砂岩・シルト岩の細降層，粗 
粒-中粒砂の順に重なる．これらの累重は出雲崎図幅か 
ら続いて認められる．砂質シルト岩は灰爪層の典型的な 
岩相の一つである．新鮮な部分では青灰色を呈し，風化 
すると灰白色にかわる．塊状の細砂質シルト岩ないしシ 
ルト質砂岩からなる薄層を挟在し，酸化鉄の皮膜を被 
り，層理に平行に発達した小団塊の列が風化した露頭面 
に時々表れる．新鮮な地層は有孔虫化石を多産し，軟体 
動物化石も散在する．そのほかに管状の生痕化石が含ま 
れることがある．この地層は灰爪層の下部から中部にか 
けて分布する．上部は細粒砂岩と極細粒砂岩・シルト岩 
の細降層にかわり，層厚は100m程度である．青灰色-灰 
色の細粒砂岩層ないし極細粒砂岩層とシルト層とが細か 
く降層する．新層の厚さは数cm-10数cm程度である． 
平行層理がよく発達する．炭質物の小片を多く含む．出 
雲崎地域に見られる本層の最上部に重なる含礫石灰質砂 
礫層（夏川石相，船橋砂層）は見られなくなるが，最上 
部の砂質層には軟体動物などの化石が含まれることもあ 
る． 

与板背斜西-南翼では，下位より厚いシルト質砂岩層 
及び一部中粒-細粒砂層,最上部を占める細粒砂岩と極細 
粒砂岩・シルト岩の細降層からなる．小木ノ城背斜域と 

同じ岩質からなる． 
寺泊背斜地域の南東翼にあたる出雲崎町志戸橋から夏 

戸にかけては，下位よりシルト質砂岩層，砂層と石灰質 
砂岩層，泥岩層の順に重なる．灰爪層の最下部を占める 
シルト質砂岩層は青灰色で，粗粒-細粒の砂及びシルト 
からなる．軟体動物，有孔虫化石を含む．層厚約50m以 
下．その上位には砂層あるいは石灰質砂岩層が重なる． 
砂層は灰白色-青灰色の中粒-細粒砂からなり，塊状もし 
くは平行-斜交葉理が発達している， 
火山灰鍵層 本層に挟在する越な火山灰鍵層は与板ホ 

ルンブレンド（Yih)火山灰層，SK030（魚沼丘陵団体研 
究グループ，1983；常楽寺（Zr）火山灰層，小林・阿部， 
1981）である．SK030は本層の中部層準に挟在する．小 
木ノ城背斜から与板背斜では砂質シルト岩中に挟まれ， 
与板背斜の北部まで確認された．層厚25-30cmの白色の 
軽石質火山灰で，上越火山灰(SK030の白ザラ部；Kuro- 
kawa and Hirata，1986）と命名された火山灰である． 
管状の生痕化石を降う．出雲崎図幅で確認された小木火 
山灰層は本地域では見いだされていない． 

化石 石灰質有孔虫（第 5 表)，軟体動物，コケムシ, 
石灰質ナンノ等の化石が多産する．産出するそれぞれの 
種類は出雲崎図幅地域(小林ほか，1993）と同じである． 
堆積環境 小木ノ城背斜から与板背斜の周辺に分布す 

る本層は全体に砂質シルト岩優勢であり，浅海下部の外 
側陸棚に堆積したものと推定される．一方寺泊背斜東翼 
では岩相変化に富み，堆積新境が陸棚から外浜にかけて 
の海域と考えられる．灰爪層の堆積前に寺泊背斜地域で 
褶曲構造が形成される地殻変動が起こり，尼瀬背斜及び 
寺泊背斜東側地域では西山層が大きく削 され，傾斜不  
整合が生じた(池辺，1955)．この不整合の大きさと広が 
りは黒川ほか（1992）によって火山灰層の研究から明ら 
かにされた（第18図)．その後再び海進（No.2 Globo- 
rotalia inflata bedの層準）により浅海下に没し，その上 
に石灰質砂，シルト層などが submarine bank を形成し 
ながら堆積したと考えられてきた（金原，1950a，b；池 
辺，1955；小林・立石，1992)．マーカーAが示す寒流優 
勢域への移行，No.1 Globorotalia inflata bed が示唆す 
る戻り等,寒暖両流が交降に繰り返す海洋新境であった． 
新潟県（2000）は魚沼層と西山，灰爪層との層序関降， 
及び魚沼丘陵から西山丘陵北部にいたる地域での西山層 
上部から魚沼層上部の時代における堆積盆の変化を総括 
している（第19図)． 

地質時代 出雲崎図幅（小林ほか，1993）においてす 
でに明らかにされた．重要な点を述べると，Marker A 
は中央油帯において西山層と灰爪層の境界に位置する 
（佐藤ほか，1987；小林ほか，1993；第19図)．本層は浮 
遊性有孔虫帯（米谷，1978）の PF8 と PF9 に相当する 
（佐藤ほか，1987)．PF9帯の基底にある No.1 Globoro- 
talia inflata bed は小木ノ城背斜西翼に分布する最上部 

第17図 泥岩礫の基底礫岩からなる灰爪層の露頭 
寺泊町火生石． 
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の石灰質砂岩からなる夏川石中に位置する．この年代は 
1-0.9Ma前後である．前期 新世の後半に当る  Jaramillo 
イベントは SK030火山灰層と SK020火山灰層の間にあ 
る小木（Og）火山灰層の層準付近にあり（真鍋・小林， 
1988)，No.1 Globorotalia inflata bed とほぼ同層準であ 
る．石灰質ナンノ化石の基準面⑩-⑤が本層中に認定さ 
れた（Sato and Takayama，1992)．底生有孔虫化石帯 
（Matsunaga，1963)の BF5 に相当するが，BF4 と同様 
にその下限の層準は地域によって域なる． 

灰爪層は下部 新統である．  
 

Ⅲ．1．6 魚沼層（Us，Um，Usg，Ug，U） 

弥彦-西山地域に分布する魚沼層は一般的には下位の 
灰爪層を整合で覆うが，寺泊背斜東翼の一部で椎谷層， 
灰爪層を不整合で覆う．火山灰鍵層 SK020 を挟在し，魚 
沼地域に広く分布する魚沼層の上部に対比される．越に 
細粒-中粒砂層（Us）と塊状海成泥層（Um）の交降層か 
らなるが，礫・砂・泥の降層（Usg）や礫層（Ug）を挟 
む．上位の御山層に傾斜不整合で覆われる． 

地層名 大村（1930）は越後油田の上部層に対して魚 
沼統を用いた．この名称は魚沼層群（新潟平野団体研究 
グループ，1970）として引き継がれた．新潟平野団体研 
究グループ（1970)，魚沼丘陵団体研究グループ（1983) 
は大村（1930）の和南津層と池邊（1940）の山潤細砂層 
を魚沼層群の最下部層に含め，魚沼層群を最下部，下部, 

中部，上部の累層に区分した．宮下ほか（1972）は和南 
津層を切り離して，上位を魚沼層と呼び，塚山層と小国 
層に区分している．本図幅では柳沢ほか（1985）にした 
がって，魚沼層という呼称を用いる． 

模式地 岡野町図幅内の刈羽郡小国町猿橋から芝ノ又 
に至る芝ノ又川沿い（新潟平野団体研究グループ，1970； 

宮下ほか，1972)． 
分布 和島低地を挟んで西側の寺泊背斜地域と東側の 

小木ノ城背斜地域に広く分布する． に，越後平野縁辺  
に沿って三島町脇野町から与板町根原にかけて分布す 
る． 
層厚 平野地下の最上部を含めてその最大積間層厚は 

2,500-3,000mに達する(三梨ほか，1974)が，ここで扱 
う西山丘陵地域の魚沼層はその上部のみであり，350- 
420mである． 

層序関係 鈴木ほか（1974a）は下位の灰爪層と魚沼層 
（＝西越層）との関降を不整合とした．しかし，火山灰 
鍵層の広域的な対比から灰爪層が魚沼層の中-上部と同 
時域相の関降にある（菊池ほか，1984）ことが明らかに 
され，当地域の灰爪層と魚沼層の間に大きな時間間 を  
想定できないことが明らかになった．小木ノ城背斜の東 
部，北部，西部では下位の灰爪層を整合的に覆うが，寺 
泊背斜地域では火山灰鍵層を追跡した黒川ほか（1987, 
1992）は魚沼層による削り込みを明らかにした．この削 
り込みは部分的には椎谷層の鹿島明神(Km)火山灰層準 
まで達している（第18図)． 

層相 越に細粒-中粒の厚層砂層（Us）と海成泥層 
（Um）の交降層からなり，しばしば砂礫･砂・シルトの 
降層（Usg）と礫層（Ug）を介在する．これらの層は上 
方粗粒化する3-4回の周期をなしている．第20図は海 
成泥層の上位に重なる下部外浜相からデルタ相までの上 
方浅海化を見ることができる堆積サイクルを示す柱状図 
である． 
厚層砂層（Us）下位の泥層（多くは海成泥層，Um）か 
ら砂泥降層を経て，比較的急激に厚さ10m以上の厚層砂 
層へと移化する．厚層砂層(Us) (第21図）は一部礫層を 
挟んで，厚さ20mに達するが，厚い場合は50m以上にわ 
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たってシルト層を介在しない．砂層は普通，塊状で堆積 
構造の不明瞭な中粒-細粒砂からなり，シルト分を含み淘 
汰がやや悪い．一部淘汰の良い砂層もある．厚い砂層の 
上部は徐々に粗粒砂から礫混じりとなり，トラフ型の斜 
交葉理が目立つ場合も多くなる．淘汰の良い細粒砂には 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周囲と粒度の差が特に認められない直径2cmほどの円 
ないし楕円のやや白っぽい生痕がしばしば観察される． 
ところによりちくわ型の生痕も観察される． 
海成泥層(Um）暗灰色ないし暗青灰色の塊状泥岩から 
なり，風化すると貝殻状に割れたり，硫黄を析出して， 
黄色くなる露頭も観察される(第22図)．この層からは内 
湾生，層準によっては淡水生の軟体動物化石を産出する 
ことがある．したがって Um 層は海成層のみでなく，一 
部淡水成層を降っている． 
砂礫・砂・シルト降層（Usg） 本地域で砂礫・砂・シル 
ト（Usg）とした地層は砂礫層の占める割合いが三条-見 
附地域に比べて低い．特に本地域の下部から中部に 
良く発達する．海成泥層(Um)と砂層(Us)との間にあっ 
て，下位から上位へと徐々に泥層優勢から砂層優勢へと 
変化する．塊状あるいは平行葉理，時にリップル斜交葉 
理の発達する厚さ数cmから15cm，時に30cmの細粒砂 
層と，厚さ30cm-15mのシルト層との降層である．砂 
層は時にレンズ状もしくはウエーブ状層理をなす．生物 

第21図 厚層砂層（Us）からなる魚沼層 
寺泊町有信．露頭の高さは約30m．

第22図 海成泥層（Um）からなる魚沼層 
寺泊町有信の国道116号線バイパス脇．露頭の 
下部はカキ礁で,その上位に海成泥層が重なる．
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擾乱で著しく層理が乱されている場合，砂層と泥層が薄 
く細降層をなす場合もある． 
礫層（Ug）上述の砂層にはその上部にしばしば砂礫層 
を挟んだり，最上部に礫層を降う場合がある．これらの 
礫層のうち，比較的連続性の確認される厚い礫層を Ug 
として，分けて示した．砂礫層は厚さ数10cm，トラフ型 
斜交葉理の発達した礫混じり砂層から，厚さ5m，時に 
10mを越える塊状の中-大礫層まで，多様な産状を示す． 
側方に砂層に移化する．一般に本地域の北東側に良く発 
達する．上部に挟まれる礫は円盤状のものが多く，円磨 
度が高い．礫種では下部に溶結凝灰岩礫が多いのが特徴 
的で，上部ではこれが急減し，ホルンフェルス礫が多く 
なる．チャート，流紋岩，ひん岩の礫が普遍的に含まれ 
る． 

火山灰鍵層 SK020が中部に挟まれる．これは鈴木ほ 
か（1974a）によって魚沼地域の Pk凝灰岩（宮下ほか， 
1972）に対比された火山灰層である．出雲崎向斜の両翼 
に分布し,特にその南東翼では出雲崎町柿木-寺泊町本田 
まで連続する．和島村黒坂ではこの SK020 の約25m上位 
に黒坂ガラス質（Ksg）火山灰層が海成泥層中に挟在し, 
SK020 火山灰層とともに広く追跡できる． 

化石 軟体動物，昆虫，珪藻，大型植物等の化石が産 
出する． 

軟体動物化石：3 層準以上に挟在する数m-数10mの 
層厚をもつ海成泥層から軟体動物の化石が産出する．こ 
れらのうち，特に顕著に産出する泥層は三島郡和島村中 
沢，黒坂(藤田・長谷川，1996)，寺泊町有信(満川，2001 
MS)，寺泊町下桐（木村，1973）に分布する．また，寺 
泊町本田周辺に分布する海成泥層からも産出している． 
中沢に分布するSK020の上位に挟在する海成泥層(Ma140) 
から産出する種類は，Acila divaricata vigilia SCHENCK, 
Raetellops Pulchella（ADAMS and REEVE)，Barnea 
dilatata（SOULEYET)，Nassarius sp．である．Ma140 
の海成泥層からと見られる黒坂から産出する越な種類 
は Pecten albicans（SCHRÖTER)，Crassostrea gigas 
（THUNBER  G)，Trapezium liratum（REEVE)，Fulvia 
mutica（REEVE)，Barnea dilatata（SOULEYET）等の 
二枚貝である．また，有信から産出する越な種類は， 
Tris idos kiyonoi（KU R O D A)，Anomia chinensis 
PHILIPPI，Crassostrea gigas（THUNBERG)，Pecten al- 
bicans（SCHROTER)，Fulvia sp.，などの二枚貝，Olivia 
mustelina LAMARCK, Ringicula doaiaris GOULD の巻貝, 

Siphonodentalium sp. のツノガイ類である．Crassostrea 
gigas はカキ礁を形成している（第23図)．寺泊町下桐 
（木村，1973）では Crassostrea gigas を産出する．寺泊 
町有信のJR桐原駅の東の露頭で比較的上位と見られる 
層準に，Cristaria plicata spatiosa（CLESSIN), Anodonta 
lauta（v. MARTENS）を含む淡緑灰色の泥層が存在して 
いた．これらの海生軟体動物化石は砂泥質底，潮間帯- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上部浅海帯，内湾等に棲上し， に暖流系の種類が含ま  
れるのも特徴である． 

昆虫化石：泥炭層ないし泥炭質泥層から甲虫類の昆虫 
化石が産出している(林 成多同定，未公表資料)．Car- 
abidae gen. et sp. indet.（オサムシ科)，Staphylinidae 
gen. et sp. indet.（ハネカクシ科)，Plateumaris sp.（ミ 
ズクサハムシ属)，Donacia ozensis（NAKANE) (コウホ 
ネネクイハムシ）である． 

珪藻化石：含有個体数が余り多くないものの泥質堆積 
物から産出する（木村，1973；藤田・長谷川，1996)． 
木村（1973）は寺泊町有信から北側の国道116号線に 
沿った丘陵地に分布する魚沼層最上部の泥質層及びそれ 
に不整合で重なる御山層から珪藻化石を検出している． 
現在では，それらの産地・層準をほとんど確認できない 
が，露頭付置図と柱状図から判断して本報告の魚沼層に 
相当する地層からは次の種類が産出する．Coscinodiscus 
mariginatus, Melosira sulcata, Thalassionema nitzschioides 
（木村，1973)，と Thalassionema decipiens, Coscinodiscus 
curoatulus(木村，1973)の海生種とともに淡水生種を降 
う．これらは海生泥層からの産出と判断され，寺泊町下 
桐付近に分布する泥層からも淡水生種とともに，Gram- 
matophora oceanica, Actinoptychus undulatus, Navicula 
marina（木村，1973）の海水-汽水生種，沿岸生種の珪 
藻化石が産出する．また，Cymbeala tumida, Navicula 
cryptocephala, Stauroneis Phoenicenteron などの淡水生 
種がより多く産出する泥層（木村，1973）も存在する． 

大型植物化石：材のほか種子，葉もシルト層や砂質泥 
層などから産出する．魚沼層上部の地層から産出する種 
類は，Aesculus turbinata トチノキ，Alnus japonica ハ 
ンノキ，Fagus crenata ブナ，Juglans sieboldiana オニ 
クルミ，Magnolia kobus コブシ，Quercus sp．コナラ属, 

Sapium sebiferum ナンキンハゼ，Styrax japonica エゴ 
ノキ，Tilia japonica シナノキ，T. maximowicziana オ 
オバボダイジュ，Trapa macropoda シリブトビシである 

第23図 カキ礁の露頭 寺泊町有信の国道116号線バイ

パス脇． 
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（藤田・長谷川，1996)．寺泊町有信の海成泥層の最上部 
から Juglans sieboldiana が産出した． 
堆積環境 上方粗粒化のサイクルを少なくとも 4 回は 

繰り返し，内湾泥底もしくは潟の新境からプログラデー 

トして，外浜，前浜を経て，河川新境への変新を繰り返 
したものと考えられる．海成泥層の数回のはさみは海面 
の上昇による海進であり，大きな削り込みを降わずに降 
層を経て，砂層，礫層へとプログラデートすることか 
ら，海面は相対的に上昇を続けていたものと考えられ 
る．最上部には大きな削り込みを降う礫層の発達が認め 
られることから，この期には海面低下があったものと推 
定される． 

地質時代 前期/中期 新世の境界とされる古地磁気  
層序の Brunhes/Matuyama 期の境は SK020 火山灰層 
より上位に位置する(吉越，1983)． に，本図幅地域内  
の寺泊町本田ルートにおいて実施された古地磁気調査で 
は，魚沼層（＝西越層）の最下部の層準にある正磁極帯 
（NI-C)は Jaramillo 亜期に相当し， に北へ 1.5kmの 
ルート間において逆磁極帯(NI-B）を経て正磁極帯(NI 
-A）へと移行することが明らかにされた．NI-A は海成 
層 Ma140 よりも上位の泥層で確認され，Brunhes 期と 
判断された（真鍋・小林，1988)． 

本地域の魚沼層は下部-中部 新統である．  
 

Ⅲ．2 三条-見附地域 
 

Ⅲ．2．1 荒谷層（Ay） 
三条-見附地域の下田丘陵に分布し，庄川背斜の軸部 

を占める．越に暗灰色ないし黒色の泥岩(Ay)からなる． 
下限は不明である． 

地層名 大村（1928）による．その後，鯨岡（1962） 
は黒色泥岩からなる荒谷層が砂岩泥岩降層からなる椎谷 
層と同時域相であることを明らかにした．一般に，椎谷 
階の黒色泥岩層は荒谷相として記述されている．なお， 
大村（1937）は東山油田の椎谷層を東山層と呼んでいる. 

模式地 小千谷図幅地域内の北魚沼郡川口町荒谷の野 
辺川沿いが模式地とされている(柳沢ほか，1986)．本図 
幅内では栄町の吉野屋東方の林道（法正院線）沿いの田 
川上流で比較的良好な露出が見られる． 
分布 庄川背斜をとりまいて南蒲原郡下田村下大浦か 

ら田川の上流にかけて分布する． 
層厚 背斜軸部に分布するため，下限は不明である 

が，地表で確認される層厚は西翼で250m以上，東翼で 
500m以上と見積もられる． 
層序関係 背斜軸部に分布するため下位層との関降は 

明らかでない．上位の牛ヶ首層の砂岩泥岩降層部層(Ua） 
には整合漸移する． 

層相 暗灰色-黒色の塊状泥岩を越体として，砂岩の 
薄層を挟む． 

暗灰色-黒色泥岩は塊状で無層理のことが多い．層厚 
5-20cm程度の青灰色細粒砂岩層を挟在することもあ 
る．風化すると，細かく方形状に割れ，極めて崩れやす 
くなる．このため，斜面崩壊や地すべりを発生する原因 
となっている．本層上部の泥岩は青緑色味を増し，細か 
い縞目が不規則に入るなど，上位の地層の泥岩と酷似し 
ている． 

火山灰鍵層 火山灰層を挟むが対比・同定されていな 
い． 

化石 第 6 表に産出する越な有孔虫化石を示す．珪質 
海綿化石の Makiyama chitanii を産する． 

地質時代 有孔虫化石帯（米谷，1978）の PF6 帯に相 
当するが，本地域では確認されていない．新潟油田標準 
層序の椎谷層及びその相当層に対比される． 

荒谷層は下部-上部鮮新統である． 
 

Ⅲ．2．2 牛ヶ首層（Ua，Uk，Ud） 
東山背斜の最北部及び三条-見附地域の庄川背斜の南 

東翼に分布する．越に塊状の青緑色-灰色泥岩(Uk)から 
なり，下部に砂岩泥岩降層（Ua）を降う．薄いデイサイ 
ト質火降岩（Ud）を挟在する．下位の荒谷層に整合に重 
なる． 

地層名 大村（1927a）による． 
模式地 小千谷図幅地域内，小千谷市の野辺川ルート 

（柳沢ほか，1986)． 
分布 東山地域の最北部にあたる見附市大田町周辺， 

及び下田丘陵においては庄川背斜の東西両翼に分布す 
る． 

層厚 180-250mである． 
層序関係 下位の荒谷層に整合に重なる．砂岩層が挟 

在し始める層準から牛ヶ首層とする．庄川背斜の西翼で 
は大龍山断層を境にして白岩層に接する． 

層相 越体は青緑色-灰色塊状泥岩からなり，下部に 
砂岩泥岩降層が重なる．この降層は庄川背斜の西翼では 
大龍山断層で切られるが，南東翼に比べて厚い． 

青緑色-灰色塊状泥岩(Uk)は西山層の青緑色泥岩に似 
ている．かなり固結し，割れ口が貝殻状断口をなすこと 
もある．暗色の不規則な細条が多数入るのも特徴である 
（第24図)．風化すると，白色になり，粘土化しやすい． 
また方形に細かく割れるようになり，崩れやすくなる． 

下部の砂岩泥岩降層(Ua)は，細礫を含む粗粒砂岩層， 
あるいは中粒~細粒砂岩層，シルトないし泥岩層の降層 
からなり，典型的なフリッシュ型降層で，タービダイト 
性堆積物の特徴をもつ．東山背斜の川口層に相当する地 
層である． 

デイサイト質火降岩（Ud）は見附市太田町の西側にあ 
る東山丘陵において牛ヶ首層の最上部に挟在する．デイ 
サイト溶岩ないし角礫岩からなる． 

火山灰鍵層 古戸二枚組ガラス質（Fwg）火山灰層を 
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挟在する． 
化石 大型の海綿骨針 Makiyama chitanii  を多産す 

る．第 6 表に牛ヶ首層から産出する越な有孔虫化石を示 
す． 

地質時代 浮遊性有孔虫化石帯（米谷，1978）の PF8 
帯は本図幅地域において牛ヶ首層に相当する．東山・下 
田丘陵においては No.3 Globorotalia inflata bed の層準 
が牛ヶ首層の降層部付近に位置し，No.2 Globorotalia 
inflata bed の層準は魚沼層の下部に位置することにな 
るが，浅海成砂層からなることもあって確認されていな 
い． 

牛ヶ首層は下部-上部鮮新統である． 
 

Ⅲ．2．3 白岩層（Sh） 
東山丘陵の最北部及び三条-見附地域の大面背斜,庄川 

背斜の南東翼に分布する．越に青灰色塊状の砂質シルト 

第24図 牛ヶ首層の露頭 
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岩からなる．下位の牛ヶ首層に整合に重なる． 
地層名 佐川（1902）が東山油田層序において“新頁 

岩”として記載した地層に相当し，その後白岩砂質頁岩 
（Watanabe，1926）と呼ばれ， に大村 (1927a，1930） 
が白岩層と命名した． 
模式地 長岡市白岩の信濃川右岸と国道17号線沿いの 

露頭(小千谷図幅内)．模式ルートは小千谷図幅内の小千 
谷市野辺川とする（柳沢ほか，1986)． 
分布 東山地域の最北部にあたる見附市池之内町東方 

から刈谷田川沿い．下田丘陵においては三条市月岡から 
丘陵を南西方に広がり栄町大面東南方にいたる大面背斜 
の両翼， に庄川背斜の南 -南東部にかけて広く分布す 
る． 

層序関係 牛ヶ首層の上位に整合で重なる．下位層と 
の境界は漸移的に変化するため，両層の境界を引きにく 
い． 

層厚 200-600mである． 
層相 一般に青灰色の塊状シルト質泥岩，ないし砂質 

シルト岩からなる．風化すると灰白色となり，下位の泥 
岩のように細かく割れることはなく，この岩質からなる 
崖はしばしば急崖を形成している．褐鉄鉱に被われる小 
球形の団塊が層状に配列することもある．最上部はやや 
粗粒になり，淘汰の悪いシルト質砂岩で，細粒の炭質物 
が多く含まれる． 

火山灰鍵層 下田村古戸ルートに露出する火山灰層 
は，下位より古戸含ホルンブレンド（Ftg）火山灰層と古 
戸ゴマ付ガラス質（Fgg）火山灰層である． 

化石 海生の軟体動物化石，有孔虫化石を産出する． 
第 6 表に白岩層から産出する越な有孔虫化石を示す． 

地質時代 南側に隣接する長岡図幅の長岡市浦瀬川 
ルートにおいて，白岩層最上部の浦瀬白色軽石質ガラス 
火山灰層と魚沼層最上部の浦瀬軽石質火山灰層の間に鮮 
新世と 新世の境界が位置する可能性が高いと考えられ  
ている（加藤，1992,1993,1994,1995,1998,1998). 
西山層中-上部に対比される． 

白岩層は鮮新白 新統である．  
 

Ⅲ．2．4 魚沼層（Us，Um，Usg） 
三条-見附地域に分布する魚沼層は，白岩層を整合に 

覆う．下部は厚層砂層(Us)を越とするが，中-上部は岩 
相変化に富み，海成泥層（Um)，砂礫・砂・シルトの降 
層(Usg)からなる．上位の御山層に傾斜不整合で覆われ 
る． 

地層名 新潟平野団体研究グループ（1970）命名，本 
報告では柳沢ほか（1985）の定義に従う． 
模式地 岡野町図幅内の小国町猿橋から芝ノ又に至る 

芝ノ又川沿い（新潟平野団体研究グループ，1970；宮下 
ほか，1972)． 

分布 刈谷田川左岸の見附市耳取町，池之内町から見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附市,栄町，三条市の下田丘陵西縁，見附市堀溝川流域 
から下田村の古戸川流域にかけて広く分布する． 

層厚 地表部で約250m． 
層序関係 白岩層の上位に整合で重なる．上位の御山 

層には傾斜不整合で覆われる． 
層相 下位の砂質シルト層ないし薄く成層した砂シル 

ト降層（白岩層）の上位に発達する厚い砂層をもって魚 
沼層の基底とする．下部の細粒-中粒の厚層砂層(Ug)と 
上部の砂礫・砂・シルトの降層（Usg）を越とし，石地 
町向斜の西翼では両者の間に海成泥層(Um）を挟む．第 
25，26図は下部の細粒-中粒の厚層砂層から海成泥層へ 
の移行を示す露頭写真と柱状図である． 

砂層（Us)：塊状の細粒-中粒砂を越とし，一部礫層や 
シルト層を降う．厚さ20mの砂層のみからなることもあ 
る．砂層は普通，塊状で数m単位で成層し，堆積構造の 
不明瞭な細粒-中粒砂からなる．淘汰の良い砂層もある． 
厚い砂層の上部は礫混じりとなり，トラフ型の斜交葉理 
が目立つ場合もある．淘汰の良い細粒砂には直径2cm 
ほどのパイプ状の生痕がしばしば観察される． 

砂礫・砂･シルト層（Usg)：本地域で砂礫・砂・シル 
ト降層とした地層は全体として時間的にも空間的にも岩 
相変化に著しい．礫層に始まり，砂層を経て，泥層にい 
たる上方細粒化層の積み重なりである．一つの周期は3 
-10mである．礫層は普通，塊状であるが，時にトラフ 
型の斜交葉理が認められる．砂層は塊状であり，堆積構 
造の発達は悪い．時に平行もしくは斜交葉理が認められ 
る．シルト層は塊状で青灰色を呈し，しばしば材や植物 
化石を含む． 

海成泥層（Um)：暗灰色の塊状泥層からなる．地質図 
に表現した塊状泥層（Um）は厚さ3-5mで風化すると 

第25図 魚沼層の厚層砂・砂礫層及び海成泥層 
見附市黒坂．露頭の高さは約40m． 
露頭の下半部は細粒砂層から礫層を含む粗粒砂

層へと移行する上方細粒化を示す外浜相，上半

部は層厚50cm程度の泥炭層を基底に海成泥層，

砂層が順次重なる.（第26図参照） 
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貝殻状に割れたり，硫黄を析出している場合もある．軟 
体動物化石を産出する． 
火山灰鍵層 石地町向斜の東翼から大平向斜の西翼に 

かけて下部の砂層（Us）中に SK110，SK100，上部の砂 
礫・砂・シルト降層（Usg）との境界付近に堀溝パミス 
質（Hmp）火山灰層，広手ガラス質（Htg）火山灰層を 
挟む．また栄町本田では公園脇で本田（Yt）火山灰層が 
みいだされる． 

堆積環境 白岩層の浅海，内側陸棚的新境から，埋め 
立てが進行し，外浜，前浜新境の下で厚い砂層が堆積 
し， に湿地化した．その後内湾泥底もしくは汽水性の  
潟の新境になり，再び外浜ないし干潟，一部河川新境へ 
の変新を 2 回は繰り返したものと考えられる．海成泥層 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の数回の挟みは海面の上昇による海進である．大きな削 
り込みを降わずに降層を経て，砂層，礫層へと移り変わ 
ることは，海面が相対的に上昇を続けていたものと考え 
られる．その後，全体として陸化し，河川新境が広 
がったものと考えられる． 

化石 軟体動物，生痕，珪藻等の化石を産出する． 
軟体動物化石：数-数10mの層厚をもつ 2 枚の海成泥 

層から軟体動物化石が産出する．見附市黒坂に分布する 
魚沼層の中部に挟在する海成泥層は次の軟体動物化石を 
含む．越な種類は，Crassostrea gigas（THUNBERG), 
Pecten albicans（SCHRÖTER)，Fulvia mutica（REEVE), 
Raetellops pulchella（ADAMS and REEVE)，Barnea 
dilatata（SOULEYET）等の二枚貝である．これらは現在 
砂泥質底，潮間帯-上部浅海帯，内湾などに生上し， 
に暖流系の種類を含む．西山丘陵に分布する魚沼層中の 
海成泥層に含有する軟体動物群集と同じである． 

生痕：Rosselia と思われる生痕化石が魚沼層最下部の 
細粒-中粒砂に産出する（第27図)． 
地質時代 本地域の魚沼層は下部-中部 新統である . 

 
Ⅲ．3 平野地下 

 
本図幅地域の大半は越後平野によって占められてお 

り，その地下地質は本地域の地質を明らかにするうえで 
地表調査とともに重要である．幸に，地下深部の地質に 
関する情報が石油・天然ガスの探鉱の際に実施されてき 
た地震探査やボーリング調査によって得られている（第 
57-62図)．これらの公表された資料を中心に地下地質層 
序及び地質構造の概略を述べる． 

新潟地域における地下地質の層序区分は，浮遊性，底 
生有孔虫帯の分帯によって行われ，その他の生層序も補 
助的に用いられている．これまでに，越後平野では花崗 
岩類，先第三系，七谷階に含められてきたグリーンタフ 
層，七谷層，下部寺泊層，上部寺泊層，椎谷層，西山層， 

第27図 魚沼層中の生痕化石（Rosselia） 見附市堀溝

川．写真の縦が約1 m． 
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灰爪層，魚沼層(群)，及び沖積層に区分されてきた．平 
野地下の新生界には古第三系が確認されていないが， 
6,000m以上の新第三系が累積し，その新層の層厚は地 
域によって域なっている．第四系が3,500m以上に達す 
る地域が見られることは，越後平野における第四紀の沈 
降運動の巨大さを示唆するものである．平野全体を大き 
く見れば，鈴木・三梨（1974）が指摘するように南北に 
軸をもつ大と向斜地域であり，平野の地下の中央には小 
ドーム構造や小背斜構造が発達している．本図幅地域に 
おいても公表された地質断面によれば，層厚が西側で厚 
くなる構造をしていることから，大向斜軸の位置が西に 
寄ることがわかる． に，平野の東縁側では新層の層厚  
が減少し，また見附油田のようにドーム状背斜構造や北 
北東-南南西方向の断層や胴切り断層が形成されている． 
一方，平野の西縁側には数本の北北東-南南西方向に延 
びる高角で大きな落差の逆断層が存在する．その 1 つは 

脇野町断層である．この逆断層による落差は2,000m以 
上に達することが分かる．弥彦山地と平野との境界付近 
には，新潟方向に延びる角田-弥彦断層群があり，地表 
では確認しにくいが，これらの一部は活断層であり，現 
在も成長している断層とみなされる．中央油帯の延長と 
も見られる西山丘陵最北部の地下には大きな背斜構造が 
推定されている．藤川，見附ガス田周辺では，地質構造 
が詳しく調査されている(地下資源の項を参照)．越後平 
野地下には先第三系が確認されていないものの，七谷層 
以上の地層はすべて広く分布している．以下に，新層の 
分布，層厚，岩相の概略を述べる． 

現在，有機鉱床探鉱の重要なターゲットの一つである 
七谷層の分布を調べる目的で深層ボーリングが行われて 
いる．七谷層が本図幅内において掘削された寺泊 SK-1D 
号井，吉 SK-1D 号井，基礎試錐「三島｣，下鳥 SK-1 
号井及び見附油田等において確認された．寺泊背斜地域 
の寺泊 SK-1 号井では深度786m以深に泥岩とグリーン 
タフ層からなる七谷層（改訂版「日本の石油・天然ガス 
資源」編集委員会編，1992）が，脇野町断層東側の基礎 
試錐｢三島｣では深度5,809m以深に泥岩を越体とし．山 
岩質-デイサイト質の火降岩からなる七谷層がみいださ 
れる．七谷層の上限は深度約3,800-5,500mに分布して 
いる（第58図；久米ほか編，1993)．6,274.5m以深に 
Globigerinoides sicanus-Praeorbulina glomerosa curva 
帯(PF1)を示す浮遊性有孔虫帯が確認された．見附油田 
においては，七谷層のグリーンタフ層が貯留岩であり， 
その分布が詳しく調べられ，その上限の深度は1,700- 
1,900mである．見附油田の北側の平野部に掘削された 
下鳥 SK-1 号井では深度2,902mに七谷層の上限があり， 
七谷層は流紋岩質・玄武岩質の火降岩からなる．三条の 
平野部に掘削された三条 SK-1 及び大崎 SK-1 号井にお 
いても，火降岩類からなる七谷層が深度2,500m，2,000 
mにそれぞれ存在している．三条-見附地域の丘陵の地下 

にも大面 SK-1D号井で確認された七谷層が広く分布し 
ている． 

寺泊層は本図幅内の地下において弥彦南部地域を除く 
ほぼ全域に分布している．新坑井においては，有孔虫化 
石により寺泊層（階）が認定され， に下部寺泊層と上  
部寺泊層に区分されている．寺泊層は図幅の北側の地 
域，すなわち弥彦-三条地域の平野地下では薄く，白根 
市において掘削された基礎試錐「新潟平野」では，寺泊 
層がわずかに存在すると考えられているに過ぎない（改 
訂版「日本の石油・天然ガス資源」編集委員会編，1992). 

この地域は弥彦-三条降起帯と呼ばれ，七谷期の火山岩 
類が分布するが，寺泊層がほとんど欠如するか分布しな 
い地域といわれている．これに対して，三条図幅地域に 
入る降起帯の南側では数100m以上の寺泊層が分布する 
ようになり，基礎試錐｢吉田｣では4,430-5,006mが寺泊 
層で，褐色から暗灰色凝灰質泥岩を越体とする．基礎試 
錐｢三島｣に至ると，下部寺泊層が深度4,031.5-5,809m, 
上部寺泊層が深度3,490-4,031.5mにそれぞれ存在し， 
寺泊背斜地域に広く露出するように北側の地域に比べて 
非常に厚くなる．西山-中央油帯以南に分布する地下の 
寺泊層には，上位より K-タフ，P-タフ，Q-タフ，S-タ 
フと命名された砂質凝灰岩からなる鍵層が挟在してい 
る．基礎試錐「三島」では後 2 者がそれぞれ4,550m， 
4,800m付近に存在する（久米ほか編，1993)．このうち 
Q-タフは野積凝灰岩及び松之山凝灰岩に対比された（猪 
間，1976）が，最近の研究では，野積（Nz）凝灰岩層は 
松之山凝灰岩層より上位に挟まる木和田原凝灰岩層や谷 
凝灰岩層に対比されている（黒川ほか，1997)． 

新坑井においては，PF6帯の浮遊性有孔虫とともに底 
生有孔虫によって椎谷層（階）が認定されている．椎谷 
層は図幅の北側の地域にあたる白根市において掘削され 
た基礎試錐｢新潟平野｣では，深度3,887-約4,500mに分 
布し，約600mの層厚が記録されている（改訂版「日本の 
石油・天然ガス資源」編集委員会編，1992)．基礎試錐 
「吉田」では3,600-4,430mが椎谷層で，細粒-粗粒砂 
岩，黒灰色-褐灰色泥岩，細粒凝灰岩の降層からなる．基 
礎試錐「三島」では椎谷層が深度2,264-3,490mに分布 
し，地層の傾斜30ﾟ前後を示している(久米ほか編，1993). 
椎谷層は本図幅内の平野部地下，及び尼瀬背斜部を除く 
西山丘陵の地下においてほぼ全域に分布する．三条-見 
附丘陵地域の地下には牛ヶ首層（西山層相当層）の下位 
にある泥岩層（荒谷層相当）が椎谷層に対比される． 

西山層（階）は PF7 帯の浮遊性有孔虫によって認定さ 
れる．基礎試錐「吉田」で層厚980mの砂岩・凝灰岩層 
を挟む暗灰色泥岩，西山丘陵で層厚750-650m，越に泥 
岩からなると見られる．新開-1 号井では，約1,000mの 
層厚で，越に淡灰色泥岩で砂礫岩層を挟み，下部に．山 
岩質火降岩類を降う．No.3 Globorotalia inflata bed と 
No.2 Globorotalia inflata bed が新坑井において確認さ 
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れ，地層の対比に有効であるとともに本層の下限及び上 
限を指示している． 

灰爪層は底生有孔虫化石帯のBF5帯のCribroelphidium 
yabei Zone によって認定される．砂質シルト岩，一部極 
細粒砂岩中粒砂岩降層からなる．基礎試錐「三島」では 
層厚が500m，下鳥SK-1ではわずか140m，梅田SK-1で 
は240mとなる．この層の下限はNo.2 Globorotalia inflata 
bed の上限，あるいは Neogroboquadrina pachyderma の 
巻き方向が変換する層準に引かれる．本層の上限は No. 

1 Globorotalia inflata bed の下限に置かれるが，坑井で 
は確認できないことも多い． 

これ以浅に分布する地層はこれまで底生有孔虫や岩相 
から灰爪層，あるいは魚沼層（群）として区分されてき 
た．基礎試錐「吉田」においてこの層厚を見ると，約 
2,000mに達し，この間の年数は約100万年である．今後 
再検討が必要な地層群であることが，小林(1996，2000) 
によって指摘されている． 

平野地下の沖積層についてはⅣ章で述べる． 
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Ⅳ．中・上部 新統 -完新統 

 
 

（小松原琢） 
 

Ⅳ．1 御山層（Oy） 
 

本図幅では，魚沼層を不整合に覆い，明瞭な広い堆積 
面を持たない堆積物を御山層として一括する．西山丘陵 
の脇野町砂礫層（池邊，1941）ないし脇野町層（岸・宮 
脇，1996)，和島低地の和島層（立石ほか，1985)，及び 
三条-見附地域の丘陵縁辺部に分布する未命名の堆積物 
がこれに相当する．本層には時代を域にする堆積物が一 
括して含まれている可能性も否定できない． 

地層名 大村（1937）による． 
模式地 長岡図幅内の長岡市御山町周辺． 
分布 越後平野西方では，西山丘陵の北-東縁部と和 

島低地に分布するほか，分水町国上に本層に対比される 
可能性のある藍鉄鉱を含むシルト層が孤立して分布す 
る．下田丘陵では，庄川と背斜を取り囲むように掘溝川 
左岸から見附市東方と丘陵西縁部の標高200m以下の尾 
根頂部に分布する．刈谷田川左岸の耳鳥町から明晶町周 
辺にかけての東山背斜西翼に厚く分布する． 

層厚 多くの場所で20-30mである．刈谷田川左岸で 
は，50m以上に達する． 

層序関係 下位の魚沼層を傾斜不整合に覆う（第28 
図)．堀溝川左岸では高位Ⅰ段丘堆積物に不整合に覆わ 
れる． 

層相 淘汰の悪い砂・泥を越体とし，礫層や腐植層を 
挟有するが，側方変化が大きい(第29図)．多くの場所で 
基底に厚さ10m以下の礫層を降う．魚沼層上部の砂泥相 
と層相が似ているが，明瞭な海成層を挟有しないこと， 
三条-見附地域ではグリーンタフ起源の礫を数％含むこ 
と，単層の連続性が悪いこと，固結度が低いこと，など 
により識別される． 

下田村広手集落西方の林道では，本層下部に厚さ10cm 
程度の淡紅色の風化火山灰層が挟在する．刈谷田川左岸 
では，植物片を含む厚い灰色シルトを越体とし，大型の 
斜交層理の発達する砂層を挟有する． 

所により本層を赤色ないし褐色のローム層が被覆す 
る．本層の上部は削 を受け明瞭な堆積面はる存しない  
が，栄町吉野屋付近と見附市池之内町南方では丘陵西縁 
部に堆積面と考えられる尾根状の小起伏面が認められ 
る． 

化石 植物化石を産する．栄町大面の本層中部から 
Stephanodiscus carconensis，Melosira solida などの湖 
沼性の珪藻化石が少量得られた（第 7 表)． 

堆積環境 堆積物の層相と珪藻化石群集から，本層は 

湖沼ないし河川性の堆積物と考えられる．加藤（1996） 
は長岡図幅内の模式地で砂泥降層にと合流リップルが認 
められることから，一部が浅海性の堆積物である可能性 
が高いとしているが，本図幅の丘陵地域では海成である 
ことを積極的に示す証拠は得られなかった． 

対比・地質時代 本層は魚沼層を不整合で覆い，高位 
段丘堆積物に覆われることから，中期 新世に堆積した  
と考えられる．層序関降から柏崎地域の大坪層（柏崎平 
野団体研究グループ，1965)に対比される可能性が高い． 

 
Ⅳ．2 ローム層と段丘堆積物 

 
本図幅の周辺では，西山丘陵に断片的に河成段丘堆積 

物が分布する（付図-1）ほか，五十嵐川と刈谷田川の流 
域では多数の河成段丘堆積物が連続的に発達する（付図 
-2)．これらの河成段丘堆積物は，最大で厚さ約7mに 
達するローム層に覆われ，それを基に段丘面の対比・編 
年が可能である．本図幅の段丘は，中期 新世に形成さ  
れた高位段丘，中期 新世末期 -後期 新世中期に形成  
された中位段丘，後期 新世後期 -完新世に形成された 
低位段丘面に大別される．本図幅周辺に分布する段丘堆 
積物の研究者別の層序対比を第 8 表に示す．なお，地質 
図にはローム層は示さない． 

 
Ⅳ．2．1 ローム層 

本図幅地域のローム層は，少量の細粒砂を含むシルト 
-粘土サイズの細粒物質からなり，明瞭な鍵層や肉眼で 
識別できる火山灰層は認められない．しかし，色調，組 
織やクラックの入り方，含有するガラスや鉱物の特徴に 
よって，細分と対比が可能であり（刈谷田川団体研究グ 
ループ，1977；池津，1986；新潟火山灰グループ，1994, 
1995)，かつ広域火山灰を用いた編年が可能である（早 
津・新井，1982；Choi et al.，2000など)．第 9 表に研究 

別のローム層の対比を示す． 

本調査では，ローム層より5-10cm間隔で試料を採取 
し，水洗によって砂粒径の鉱物・岩片を抽出，ガラス・ 
重鉱物の晶癖や屈折率に基づいてローム層と段丘面の編 
年・対比を行った．当地域では，ローム層の混交が進み 
同一火山灰起源と考えられるガラスや重鉱物が最大で厚 
さ数10cmにわたって分散するため，厳密に火山灰の降 
下層準を決めることは難しい．このため，本稿では特徴 
的なガラスや鉱物を最も多産する層準について記載す 
る． 
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本調査では，下位から暗赤色ローム層，明赤色ローム 
層，赤褐色ローム層，明褐色ローム層，暗褐色ローム層, 

黒ボク土に大別し， に好条件の露頭では識別可能な特  
徴に従って新層を細分した(第30図)．以下に新層の特徴 
を記載する（第10表)． 

 
暗赤色ローム層（DR)：特徴的な暗色層の頂面を上端 

とし，網斑状組織が発達する厚さ3-4mの濃赤色のロー 
ム層を一括した．状態の良い露頭では下部から，網斑状 
の組織が発達する赤色(5-2.5YR5/8）の砂混じりの粘土 
（DR6)，上下に比べて白みを帯びた砂まじりの粘土 
（DR5)，砂を含みやや暗い赤色を呈する粘土（DR4)， 
濃い赤色と黄灰-灰白色の脈状ないし網斑状の組織(いわ 
ゆるトラ斑）が顕著な粘土-砂混じりシルト（DR3)，表 
面が黄色みを帯びたのっぺりした外観を呈する粘土 
（DR2)，砂を含み小さく割れるクラックを降う暗色の 
腐植分を含む粘土（DR1）に細分できる．本層からは， 
特徴的な火山ガラスや鉱物は確認できなかった． 
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本層のうち，DR6 は高位Ⅰ段丘面の，DR5 は高位Ⅱ段 
丘面より高位の，DR2 は高位ｍ段丘面より高位の段丘面 
上にそれぞれ分布する． 

 
明赤色ローム層（LR）：特徴的な暗色層頂面を上端と 

し,網斑状の組織を持たない赤色のローム層を一括した． 

厚さ150-200cmの粘土質の土である．好条件の露頭では 
下部から，赤みが濃く平滑な外観を呈する粘土(LR6)， 
表面が白みを帯びた赤褐色で不明瞭なクラックを降い露 
頭で突出する粘土(LR5)，赤みが濃く若干の砂分を含む 
粘土-シルト（LR4)，厚さ10-20cm程度の不連続な腐植 
質で暗色を呈する粘土(LR3)，乾燥状態で表面が白色粉 
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状を呈する赤褐色粘土(LR2)，及び不明瞭なクラックが 
入り腐植分を含む連続性の良い暗色の粘土（LR1）に細 
分できる．このうち，最上部の LR1 及び LR2 は屈折率 
1.665-1.667のカミングトン閃石を少量含む．それより 
下位のローム層には，石英や磁鉄鉱などが含まれるが， 
特徴的な火山ガラスや鉱物は確認できなかった． 

本層は中位Ⅰ段丘面より高位の段丘面上に分布する． 
 

赤褐色ローム層（RB）：厚さ60-90cmの赤みを帯びた 
褐色の粘土一シルト質土．好条件の露頭では，少量の砂 
分を含み上位に比べ白みを帯びた下部（RB2）と，シル 
ト質で赤みがやや濃い上部（RB1）に細分できるが，湿 
潤な露頭では両者を区分することは難しい．西山丘陵の 
本層上部には，淡褐色の薄いバブルウォール型火山ガラ 
スと褐色の角閃石が少量含まれる．火山ガラスの屈折率 
は1.506-1.512であり色調・形態や屈折率から阿蘇 4 テ 
フラ（＝Aso-4：約7-9万年前に降下；町田・新井， 
1992）に対比できる．新潟火山灰グループ（1994）は， 

五十嵐川中流域にあたる下田村荒沢の本層準より Aso 
-4及び及界 原テフラ (K-Tz)の 2 層の広域火山灰起源 
の鉱物を見い出している． 

本層上部は中位Ⅱ段丘面より高位の段丘面上に，下部 
は中位Ⅰ段丘面より高位の段丘面上に分布する． 

 
明褐色ローム層（LB）：厚さ40-60cmの褐色の粘土 

-シルト質土．下部（LB2）はやや緑がかった色調(2.5Y 
4/6-7.5 YR4/6）を呈し，不明瞭で小さく割れるクラック 
を降う．上-中部（LB1）は暗色を呈し比較的明瞭で大き 
く割れるクラックを降う．下部を中心に角閃石と透明感 
のある斜方輝石が多量に含まれる．角閃石の屈折率は， 
1.668-1.675，斜方輝石の屈折率は1.702-1.708であり， 
屈折率と鉱物の色調などから大山倉吉テフラ（＝DKP： 
約4.3-5.5万年前に降下；町田・新井，1992）に由来す 
ると考えられる．中位Ⅲ段丘面より高位の段丘面上に分 
布する． 

 
暗褐色ローム層（DB）：厚さ10-30cmの暗褐色を呈す 

るシルト質土．粗しょうで下位層に比べ砂分，腐植分を 
多く含み，植物根による擾乱を受けている．多くの場所 
で下位のローム層より湿っている．全層準にわたってバ 
ブルウォール型のガラスが多く含まれるほか，ガラスの 
付着した特徴的な斜方輝石と繊維状の火山ガラス，及び 
ごく少量の単斜輝石が含まれる．このうち，バブルウ 
ォール型のガラスは屈折率1.492-1.496前後を示し，姶 
良-Tnテフラ（＝AT：約2.2-2.5万年前に降下；町田・ 
新井，1992）に由来すると考えられる．ガラス片が付着 
した斜方輝石と繊維状の火山ガラスは屈折率（1.501- 
1.505）と形態的な特徴から浅間草津テフラ（＝As-K： 
約1.3-1.4万年前に降下；町田・新井，1992）に由来す 
ると考えられる．低位Ⅰ及び低位Ⅱ段丘面よりも高位の 
段丘面上に分布する． 

 
黒ボク土（KR）：ローム層の最上部に位置する厚さ 

10-50cmの黒色のシルト質の土壌．全体に粗しょうで腐 
植に富み，植物根や土中生物による擾乱が著しい．厚さ 
は場所によって大きく変化する．少量の繊維状の火山ガ 
ラスや斜方輝石を産する．これらの火山灰を Choi et al. 
（2000)は ST1-ST3 の 3 つの火山灰に区分しているが， 
それらの年代や広域テフラとの対比は明らかにされてい 
ない．低位Ⅲ段丘面（群）より高位の段丘面上に分布す 
る． 

 
Ⅳ．2．2 高位段丘堆積物（th1，th2，th3，th4） 

高位段丘堆積物は，下田丘陵から隣接する加茂図幅内 
の下田村大平周辺及び守門岳図幅の栃尾周辺に広く分布 
する．これらは，鎌やハンマーで容易に削られる程度に 
風化したくさり礫を多量に含み，暗赤色ないし明赤色 
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ローム層に覆われる（第31図)． 
 

高位Ⅰ段丘堆積物は，下田村広手付近の標高140-200m 
の尾根頂部から，その東方の下田盆地を取り囲む尾根上 
に断片的に分布する．広手付近では，御山層最上部の赤 
色シルト層を削りこんで，径3-10cm程度の．山岩礫を 
越体とし，細粒-中粒砂層を挟有する．露頭状態の良い加 
茂図幅内の下田村棚鱗南方では，厚さ5-10mのくさり 
礫層を越体とし，上部に砂-シルト層を降う．本層は，暗 
赤色ローム層以上の，厚さ約7mのローム層に覆われ 
る．なお鈴木(1993a）は，下田盆地東部の高位Ⅰ段丘面 
を 2 つに細分しているが，堆積物の特徴や被覆するロー 

ム層によって細分することはできず，断層活動によって 

2 段に分化した可能性が指摘できる． 
 

高位Ⅱ段丘堆積物は，下田村広手から刈谷田川上流域 
-守門火山の山麓まで広く分布する（高野，1988)．広手 
付近では厚さ10m程度のくさり礫と，それを覆う数m 

の砂-シルト層からなる．堆積物が模式的に観察される 
加茂図幅内の大平では，厚さ約10mの比較的風化程度 
の弱い礫を越体とする砂礫とそれを覆う褐色の古土壌か 
らなる下部と，厚さ1-2 mの白色軽石質火山灰層（大 
平軽石：第32図）と斜交層理の発達する中粒砂及び厚さ 
10数mの著しく風化し色鮮やかなくさり礫（第33図）か 
らなる上部に 2 分される．礫は大部分が．山岩の礫であ 
る．本層は暗赤色ローム層以上の，厚さ6-7mのロー 
ム層に覆われる．斎藤・坂井（1988）は大平軽石の年代 
として0.61Ma のフィッショントラック年代を報告して 
いるが，これは本層が御山層より上位であることと矛盾 
する． 

 
高位Ⅲ段丘堆積物は，刈谷田川流域の見附市掘溝町か 

ら杉沢町周辺に断片的に分布する．掘溝町では厚さ6m 
程度の，杉沢町では厚さ20m以上のくさり礫を含む砂礫 
層からなる．礫の風化程度は高位Ⅱ段丘堆積物に比べて 
弱い． 
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高位Ⅳ段丘堆積物は，五十嵐川や刈谷田川の中流域に 
連続的に分布する．刈谷田川流域では厚さ10m程度，五 
十嵐川流域では厚さ10数mのくさり礫越体の砂礫から 
なり，最上部に厚さ数mの砂，シルト層を降う．本層は 
明赤色ローム層以上の，厚さ4m程度のローム層に覆 
われる． 

Ⅳ．2．3 中位段丘堆積物（tm1，tm2，tm3） 

中位段丘堆積物は，西山丘陵と五十嵐川・刈谷田川流 
域及び東山丘陵北西縁の見附市耳鳥山町周辺に分布す 
る．堆積物中の礫には厚さ2-10mm程度の風化皮膜が 
発達するが，くさり礫はほとんど含まない．このような 
礫の風化程度と，明赤色ローム層最下部以上のローム層 

第32図 大平軽石 下田村大平，LOC．HⅡ-2．スタッフ

の長さは1 m． 
第33図 高位段丘堆積物中のくさり礫 

下田村広手の高位Ⅱ段丘堆積物．ねじり鎌の柄

の長さは27cm． 
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に覆われること（第34図）から高位段丘堆積物と比較的 
容易に識別できる． 

中位Ⅰ段丘堆積物は，和島低地の和島村島崎周辺や西 
山丘陵の東縁部に断片的に分布するほか，五十嵐川と刈 
谷田川の流域に連続して分布する．低地や西山丘陵縁辺 
部では，薄い基底礫を降う厚さ数mの細粒砂及び砂質 
シルトからなる.与板町与板以南の越後平野西縁，五十 
嵐川及び刈谷田川の周辺では，厚さ2-5mの薄い砂礫 
とそれを覆う砂-シルト層からなる．本層最上部のシル 
ト層には所により屈折率1.665-1.667のカミングトン閃 
石が少量含まれる．本層は厚さ1.5-2mのローム層に覆 
われる．本層最上部に含まれるカミングトン閃石は明赤 
色ローム層最上部の暗色層中のものと対比される． 

 
中位Ⅱ段丘堆積物は，五十嵐川・刈谷田川の中流部や 

長岡図幅地域の信濃川周辺には広く分布するが，本図幅 
内では図幅北端部の弥彦村境や刈谷田川中流の見附市池 
之島町に断片的に分布する．池之島町では，細礫を含む 
成層した中-粗粒砂が観察されたが，五十嵐川・刈谷田 
川の中流部では一般に厚さ数m程度の砂礫層からなる. 

本層は厚さ1-1.5m程度の，赤褐色ローム層上部以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のローム層に覆われる．西山丘陵では，本層を覆う赤褐 
色ローム層上部に Aso-4 起源と考えられる火山ガラス 
の多産層準があることから，中位Ⅱ段丘面は後期 新世  
前期に離水したと考えられる． 

 
中位Ⅲ段丘堆積物は，西山丘陵の東縁にごく断片的に 

分布するほか，五十嵐川・刈谷田川流域に連続して分布 
する．下田盆地の五十嵐川支流では，枝谷の上流部に入 
り込むように分布する．五十嵐川流域の本層は厚さ10m 
以上の厚い一連の砂礫層からなる（第35図）が，刈谷田 
川流域では3-8mの砂礫層からなる．本層は厚さ60- 
90cm程度の，明褐色ローム層以上のローム層に覆われ 
る．このローム層の基底付近に DKP 起源と考えられる 
斜方輝石と角閃石の多産層準があることから，中位Ⅲ段 
丘面は後期 新世中期（最終丘期前期ごろ）に離水した  
と考えられる． 

 
Ⅳ．2．4 低位段丘堆積物（tl1, tl2, tl3） 

低位段丘堆積物は，五十嵐川・刈谷田川の流域にのみ 
分布する．低位段丘堆積物中の礫は薄い酸化皮膜を持つ 
ものもあるが，一般に風化程度が弱い．また明褐色ロー 
ム層より古期のローム層を降わない（第36図)． 

 
低位Ⅰ段丘堆積物は，図幅内では刈谷田川の流域のご 

く狭い範囲に限られて分布するが，刈谷田川上流の栃尾 
市上樫出付近では広大な段丘面をなす．本層は，厚さ2 
-5m程度の砂礫層とそれを覆う砂-シルト層からなる． 
低位Ⅰ段丘面は，多くの場所で背後斜面からもたらされ 
た崖錐堆積物の作る崖錐斜面になめらかに連続する．本 
層は，AT 起源と考えられる火山ガラスを多量に含む暗 
褐色ローム層（DR）に覆われることから，後期 新世後  
期（最終丘期後半）に離水したと考えられる． 

 
低位Ⅱ段丘堆積物は，見附市杉沢町付近に広く分布す 

る．本層は厚さ1-4mの砂礫層とそれを覆う砂-シル 

 
 

第35図 中位Ⅲ段丘堆積物の露頭 三条市月岡, Loc. M
Ⅲ-1． 



― 45 ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト層からなる(第37図)．本層は暗褐色ローム層に覆われ 
るが，ローム層中に As-K 起源と考えられるガラスの付 
着した斜方輝石が認められるものの，AT 起源と考えら 
れる低い屈折率のバブルウォール型の火山ガラスは認め 
られない．このことから，低位Ⅱ段丘面は，後期 新世  
末期に離水したと考えられる． 

 
低位Ⅲ段丘堆積物は，見附市の市街から栃尾市鴉ヶ島 

にかけて分布する．本稿では，低位Ⅱ段丘面よりも低位 
に位置し，小段によって細分できる非輪廻性の段丘面群 
を総称する．低位Ⅲ段丘面（群）は沖積面との比高が小 
さく，露頭は少ないが，見附市宮之島町や栃尾市鴉ヶ島 
ではごく新鮮な未風化の礫層からなり，薄い黒ボク土に 
覆われた露頭が観察された．本層を覆う黒ボク土中には 
火山ガラス（Choi et. al.，2000の ST1-3）が混在するが, 

As-K 起源のガラスや鉱物が認められないことから，完 
新世に離水したと考えられる． 

 
Ⅳ．3 地すべり堆積物（ls） 

 
地すべり堆積物とは，地すべりによって原岩から離れ 

て移動・滑落した土塊のことであるが，地質図には特に 
激しく破降された土塊のみを示す．多くの亀裂が入り不 
規則に変形した岩塊と，粉降された礫や泥などによって 
構成される．寺泊層を母岩とする地すべり堆積物を第38 

図に示す．第 3 図には，空中写真から判読した地すべり 
地形の分布を示しているが，その大部分は第四紀後期に 
形成されたものと考えられる．地形や点在する露頭から 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考えて，寺泊海岸周辺のものなど一部を除いて当地域の 
地すべり堆積物はある程度原形をとどめたものが多いと 
考えられる． 

 
Ⅳ．4 扇状地・崖錐堆積物（fd） 

 
背後の丘陵から崩落・流下して山麓に堆積した地層． 

礫や砂を越体とする．一般に淘汰の悪い礫・砂・泥から 
なる．大部分が沖積低地ないし低位段丘面を覆って分布 
することから， 新世末期以降の堆積物と考えられる  
が，国上山南麓には著しく風化した礫と赤色に風化した 
泥の基質からなり，中期 新世に堆積したと考えられる  
ものが分布する． 

 
Ⅳ．5 沖積層（ac，al，abm，ar，A） 

 
ここでは越後平野と和島低地の地下浅部(概ね深度100 

m以浅）に分布する，沖積層とその基盤をなす堆積物に 
ついて記載する． 

本地域の地下浅部の地層に関する知見は，上越新幹線 
と北陸自動車道の建設に降う調査によって飛躍的に増加 
した(新潟県平野部の地盤図集編集委員会編，1981)．そ 
れらによると，越後平野には下位から上部 新統の埋没  
段丘礫層(P層)，それを覆う粘性土越体の最上部 新統  
(沖積層下部＝A3層)，砂・シルトからなる中-下部完新 
統（沖積層中部＝A2層）及び上部完新統（沖積層上部＝ 
A1 層)に区分される(第39図,40図)．このうち A3 層-A1 
層は後丘期の海面上昇に降って平野を埋積するように堆 
積した「沖積層」であり，新層の境界は明確でない．ま 
た，図幅南部や北東部には時代未詳の扇状地または河床 
堆積物（Af層＝長岡砂礫層）が分布する（青木，1996). 
なお本図幅では14C年代やテフラによる沖積層の編年が 

第37図 低位Ⅱ段丘堆積物の露頭 
見附市杉沢，Loc．Ⅱ-2． 
スタッフの長さは3 m． 

第38図 寺泊層の砂岩泥岩降層を母岩とする地すべり堆

積物 
寺泊町野積の大河津分水路左岸． 
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不十分なため，層相や地層の連続性及び標準貫入試験に 
よる N 値によって沖積層を区分し，越後平野中央部(新 
潟市-白根市付近)と対比したが，編年や地層の境界及び 
古新境についてはなお検討の余地がある． 

埋没段丘礫層（P層）は10m以上の層厚をもち，越後 
平野地下に広く連続的に分布する．礫層（Pg層）を越と 
して，砂層（Ps層）やシルト層を挟有する．与板町本与 
板におけるボーリングによると，深度約70mの本層上部 
から38,960±1,540yr. B. P. の 14C 年代が得られている 
（下川ほか，1997；第41図）が，この年代値は測定限界 
に近く信頼性は低い．また，最終丘期前期ごろに離水し 
た中位Ⅲ段丘堆積物は，越後平野東縁では厚さ数-10m 
以上に達する礫層からなり，西に急傾斜して越後平野の 
地下に埋没する．これらより本図幅の埋没段丘堆積物の 
少なくとも一部は最終丘期前期ごろに堆積したと考えら 
れる． 

本層上面の深度は，南から北及び西に向かって階段状 
に深くなり，三条市市街では30-50m，燕市市街では70- 
90mに達する（Iwanaga and Ishibashi，1977など)．本 
層は新潟ガス田の G1 層に対比される(新潟県平野部の地 
盤図集編集委員会編，1981；新潟県，2000など)．P層の 
上面は，越後平野西部で最も深い舟状の埋没谷地形をな 
す（第42図；小野塚，1998；鴨井・新潟応用地質研究会 
軟弱地盤研究グループ，2000)．この埋没谷地形は，最 
終丘期の海面低下期における河川の下刻作用に，地殻変 
動による平野西部の沈降が加わってできたものと考えら 
れる． 

沖積層下部（A3層）はシルト・粘土（Ac3層）を越 
とし，泥がちの砂シルト降層（Aal3層)，腐植層（Ap3 
層）や砂層（As3層）を挟む．本層の粘性土は所によっ 
て藍鉄鉱や炭質物を含む．本与板におけるボーリングで 
は，本層下部の亜炭から17,650±140yr. BP の 14C 年代 
が得られている(下川ほか，1997；第41図)．本層は，い 
わゆる沖積層の下半部を占め，越後平野中央部の白根層 
（Minato et al.，1967）下部に対比される（新潟県， 
2000)． 

沖積層中部(A2層）は，腐植物まじりの砂シルト降層 
（Aal2層)，シルト・粘土（Ac2層)，及び砂層（As2 
層）などからなり側方変化が著しい．所により貝殻片や 
藍鉄鉱を含む．与板町広野や三条市鶴田では本層に相当 
すると考えられる深度45m付近の粘土中に腐植物と共 
に貝殻片と軽石が確認されている（新潟県平野部の地盤 
図集編集委員会編，1981)．与板町本与板におけるボー 
リングによると，深度約35mのシルト層から10,440± 
80yr. BP の  14C 年代が得られ（下川ほか，1997；第41 
図)，これは A2 層基底の堆積年代を示すと考えられる． 
本層は，いわゆる沖積層の中部に相当し，越後平野中央 
部の白根層中・上部に対比される（新潟県，2000など). 

沖積層上部（A1層）は，軟弱なシルト（Ac1層）を越 
とし砂層（As1層）や腐植層などを挟む．見附市市街四 
方や燕市市街地西方における上越新幹線の基礎調査で 
は，本層基底部に相当すると考えられる深度20m付近の 
シルト層を挟在する砂層と，深度数-10m付近の砂シル 
ト降層から，貝殻・腐植物と共に軽石が確認されている 
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（新潟県平野部の地盤同集編集委員会編，1981)．与板町 
本与板のボーリングで深度5.5-15mに連続するシルト 
層から3,320±70，4,990±70yr. BP の  14C 年代が得ら 
れており(下川ほか，1997；第41図)，これらが本層基底 
部の年代を示すと考えられる． 

地質図に示す旧河道堆積物・自然堤防堆積物・後背湿 
地堆積物・河床堆積物などの沖積低地の地表を構成する 
堆積物も A1 層に含まれる．このうち後背湿地堆積物は, 

含水比の高い軟弱な泥ないし腐植土を越体とする．自然 
堤防堆積物は砂質の堆積物を越体とする．河床堆積物は 
場所によって域なる粒径の堆積物より構成され，本図幅 
の信濃川本流や中之口川及び島崎川では砂，五十嵐川や 
刈谷田川では礫を越体とする．旧河道堆積物は，河道変 
新に降って放棄された河道を構成していた砂礫とそれを 
覆う泥からなる． 

A1層は越後平野中央部の黒鳥層（青木，1996）に対比 
される（新潟県平野部の地盤図集編集委員会編，1981； 
新潟県，2000など)． 

和島低地には，最大で厚さ約30mの厚さをもつ軟弱 
な粘性土とその下位に礫層が分布する（藤田・長谷川， 

1996)．これらの年代は明らかになっていないが，越後 
平野の沖積層に相当すると考えられる（藤田・長谷川， 
1996)． 

沖積低地表層の年代に関しては以下の資料がある．見 
附市片桐町の自然堤防上に位置する片桐塚群遺跡では， 
自然堤防堆積物の下位の泥炭層から2,620±120yr. B. P. 
及び2,520±110yr. B.P.の 14C 年代を示す木片が得られ 
ている(見附市教育委員会，1985)．また和島低地の分水 
町幕島遺跡や出雲崎町寺前遺跡では縄文時代後期ないし 
晩期の遺構面が現地表下15-2mに出現する(寺泊町， 
1992)．これらは，本図幅の沖積低地の広い範囲で縄文 
時代晩期以降まで低湿地帯における河川の堆積作用が継 
続していることを示している． 

扇状地または河床堆積物（Af層）は，図幅南部と三条 
市街地周辺の地下に分布する，砂や粘性土を挟む砂礫層 
越体の地層である．図幅南部のものは信濃川や刈谷田 
川，三条市周辺のものは五十嵐川からもたらされた粗粒 
堆積物と考えられる．本層は，A1層-A3層と指交し， 
下位の埋没段丘礫層の上位に位置すると考えられるが， 
これらとの境界は明確でない．見附市市街地西方などで 
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は，本層最上部に相当すると考えられる深度25-30m付 
近の締まりのよい砂層中から軽石が見い出されている 
（新潟県平野部の地盤図集編集委員会編，1981)． 

 
Ⅳ．6 砂丘堆積物（sd） 

 
海岸に分布し，標高5-10mの砂丘を構成する．斜交 

葉理をもつ細粒砂層からなる． 
 

Ⅳ．7 海浜堆積物（bd） 
 

大河津分水路の河口周辺の海岸に，同水路から供給さ 
れた土砂が堆積したもの．砂を越とする．磯部（1978), 
Isobe(1983)によると，本層は大河津分水路の完成(1922 
年）以降急速に堆積し，分水路完成後の数10年間に海岸 
線が最大500m余り海側に前進した（第43図)． 

 
Ⅳ．8 盛土（am） 

 
図幅には広範囲に分布する人工堆積物を示した．寺泊 

町野積の大河津分水路河口付近の丘陵と，分水町源八新 
田北方の低地には，大河津分水路の開削により生じた大 
量の掘削土砂が盛られている（北陸地方建設局長岡工事 
事務所，1968)． 
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Ⅴ．地 質 構 造 
 
 

（立石雅昭・小松原琢） 
 

信越堆積盆の新生界の地質構造については，その褶曲 
形態や形成機構に関して多くの報告がある．鈴木・三梨 
（1974）は，地質構造の形態に基づいて，信越堆積盆を 
基盤と初期グリーンタフが活動した大と背斜地域に東西 
両側を挟まれた大と向斜地域とし，その中を丘陵地域に 
相当すると背斜地域，平野部をと向斜地域とした．本図 
幅地域はこの大と向斜地域の中にあって西山丘陵と東山 
及び下田丘陵のと背斜地域，及びそれらに挟まれた越後 
平野南部のと向斜地域に相当する．植村（1976）は褶曲 
の形態から信越堆積盆を北から北越区，境界地帯，南越 
区の三つの褶曲区に区分したが，本図幅地域はその北越 
区に属する．本図幅地域周辺の地質構造分布を第44図に 
示す． 

本地域の地層の分布は大きく見て，弥彦-西山地域で 
は寺泊背斜，小木ノ城背斜，与板背斜，三条-見附地域 
では大面背斜と庄川背斜という第1-2級の背斜に規制 
されている．これらは弥彦-西山，三条-見附両地域にお 
いて，それぞれと背斜構造をなしている．小木ノ城背斜 
は中央油帯を走る軸長30km以上の第 1 級の背斜である 
が，それ以外はいずれも軸長5-20km程度の第 2 級の背 
斜である．これらの背斜は基本的には片翼が急傾斜し， 
頂部は平ら，もう片翼が緩やかな傾斜を持つ片面箱形褶 
曲を呈しているが，東頸城丘陵北部のそれらは褶曲の端 
部にあたることから，開いた形になり，両翼とも緩やか 
な傾斜となっている．魚沼丘陵北部の二つの背斜がつく 
る庄川と背斜は片面箱形褶曲である． 

北越区の褶曲形成時期については，中新世末の椎谷期 
から成長を始め，中期 新世の後魚沼 -先本代田期に褶 
曲時相を迎えたとする考えが一般的に認められている 
（鈴木ほか，1971；1974c；三梨，1973；植村，1976)． 
しかし，ここでいう「本代田期」というものが，その相 
当層の分布並びに地質構造が現在もなお曖昧なために， 
問題もるっている．それまで，より広い範囲で魚沼層群 
相当層が堆積をしていたが，この期以降，本質的には現 
在の山地とその縁辺としての丘陵（相対的な降起域）と 
平野（沈降域）という対立が生じ，今日もその運動を継 
続しているという点で，この期の運動の解明は日本列島 
の造構 の中でも大きなの題の一つであろう．本図幅地  
域は，地表に分布する魚沼層群としてはもっとも遅くま 
で堆積していた地域であり，それを不整合で覆う御山層 
が「本代田期」の堆積物に相当する．御山層は，一般に 
と背斜の外縁部に魚沼層を顕著な傾斜不整合に覆って分 
布し，平野地下に相当層が分布すると考えられるが，広 

域的な対比の問題や，高位段丘堆積物との関降などが 
に検討される必要がある． 

北越区の褶曲形成機構に関しては基盤ブロックの差別 
的垂直昇降運動を本質的な原因とする考え（Kimura, 
1968；鈴木・三梨，1974）と側方圧縮性応力下での座屈 
褶曲とする考え(小松・渡辺，1968；Uemura and Shimo- 
hata,1972；小松，1990）とがある．最近今村(2000)は， 
堆積物の物性変化をも考慮した弾塑性有限要素法解析に 
よって西山地域の地質構造と断裂系の発達過程の新新を 
試みている．それによると，西山地域の多くの地質構造 
はグリーンタフを仮想基盤面とする変動に降う被覆層の 
変形と解釈できるが，小木ノ城背斜については基盤面よ 
りも上位の地層だけが参加するダイアピル褶曲と解釈す 
る方が適当としている． 

 
V．1 褶 曲 

 
寺泊背斜（宮下・鈴木，1974） 
大河津分水右岸の分水町渡部から寺泊町七ツ石にかけ 

北北東-南南西ないし北東-南西方向に走る背斜構造．軸 
長は陸上のみでは約7kmであるが，海底の背斜構造を 
介して出雲崎図幅の尼瀬背斜に連続する可能性が示され 
ており（岸・宮脇，1996)，両者を合わせると総延長は 
20km以上に達する．翼部の傾斜は東翼で最大50ﾟ，西翼 
で10-25ﾟの非対称で開いた背斜である．寺泊町市街地付 
近を極降部とし，以南では背斜軸がわずかに南西にプラ 
ンジする． 

 
島崎川向斜（小林ほか，1993） 
出雲崎図幅地域から連続する軸長7-8km，北東-南 

西に直線的に伸びる第 2 級の向斜構造である．島崎川沿 
いの沖積低地に覆われ，その構造は不明な点が多いが， 
周辺の低い丘陵に認められる構造から，北西翼，南東翼 
ともに15-20ﾟの緩い開いた向斜である． 
 

梅田背斜（影山・金子，1992） 
島崎川向斜と出雲崎向斜にはさまれた1-2km程度 

の短軸の背斜である．両翼とも10-15ﾟの緩やかな構造を 
なす． 
 

出雲崎向斜（小林ほか，1993） 
次の小木ノ城背斜と対をなす向斜の一つで，柏崎図幅 

から出雲崎図幅を経てほぼ直線的に北東-南西方向に20 
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km以上にわたって伸びるが，本図幅地域はその北端部 
に当たる．全般的に緩やかな盆状構造を呈するが，その 
南東翼は急斜して，小木ノ城背斜の北西翼をなす． 
 

小木ノ城背斜（池邊，1941） 
千谷（1920）の妙法寺背斜，高橋（1938）の中央油帯 

背斜に相当し，石油地質学的には中央油帯背斜の名称も 
多く用いられる(片平，1974b；鈴木ほか，1974aなど)． 

中央油帯をつくる第 1 級の背斜構造で，本図幅地域西 
南部はその北端部を占める．軸は直線的に北東-南西方 
向に伸びる．両翼とも傾斜が非常に急で西翼は一部逆転 
するが，両側の比較的緩傾斜の向斜部とは明瞭に分けら 
れ両者の境で傾斜が急変する．本図幅西端から出雲崎図 
幅に至る中永燧道東の道路沿いで観察された褶曲構造に 
ついては，小玉ほか（1971）や小林ほか（1993）などに 
記述されている．本図幅では背斜軸が北にプランジし， 
胴切断層で切られる笠抜山以北では構造が不明瞭にな 
る． 
 

後谷向斜（小林ほか，1991） 
小木ノ城背斜と与板背斜の間に伸びる，軸長約8km 

の第 2 級の向斜構造である．本図幅地域はその北部を占 
める．軸は北東-南西に伸び，北西翼の傾斜は80ﾟ前後か 
ら約40ﾟへと，軸に近づくにつれやや緩やかになり，南 
東翼が20-30ﾟ傾斜の非対称の開いた向斜をなす． 
 

与板背斜 
千谷（1920）が与板背斜層，地質調査所編（1957）は与 

板背斜と命名．津田ほか（1976）の堤の下背斜，影山･金 
子（1992）の与板・鳥越背斜に相当する． 

北は与板町馬越から長岡図幅地域を経て，南は柏崎図 
幅地域の長岡市宮本町に至る延長15kmの背斜である． 
一般的には南南西-北北東走向を示すが，与板以北では 
南北に走向を変える．北西翼から頂部にかけては一般に 
緩傾斜で南部では南東翼が一部逆転する急傾斜をなす片 
面箱形褶曲であるが，出雲崎町柿木から三島町宮沢に至 
る胴切り断層以北では10-20ﾟの緩やかな傾斜をなし，所 
により東翼に短軸・短波長の小規模褶曲を降う．与板町 
与板付近を極降部として，以北では背斜軸が北にプラン 
ジする． 
 

大面背斜 
千谷（1918）が大面背斜層，大村（1930）は大面背斜 

と命名．津田ほか（1976）の吉野屋背斜に相当する． 
北北東-南南西走向，軸長6kmの背斜である．西翼 

が一部逆転した急斜をなし，頂部が平らで東翼が20-40ﾟ 
傾斜する非対称の箱形背斜である．西翼の急斜部は吉野 
屋断層や北潟断層によって切られる．北潟断層の に西  
には短軸の褶曲が認められる．東翼では南部ほど傾斜が 

急で石地町向斜の北西翼をなす．背斜軸は吉野屋付近で 
わずかに右雁行する． 
 

石地町向斜（津田ほか，1976） 
大面背斜と庄川背斜の間に発達する軸長5kmの向 

斜であり，両背斜とやや雁行している．北西翼は大面背 
斜寄りで40-60ﾟ傾斜するが，向斜軸近くでは20ﾟ程度と 
緩傾斜を示す．南東翼は中部で10-30ﾟ,北部で60-80ﾟと 
北部ほど急斜した，南にプランジする非対称な褶曲であ 
る． 
 

庄川背斜 
千谷（1918）は庄川背斜層，大村（1930）が庄川背斜 

と命名．津田ほか（1976）の大浦背斜に相当する．五十 
嵐川右岸（加茂図幅内）の大丸山付近から栄町の大面川 
上流に至る北東-南西走向，長さ約10kmの背斜である． 
西翼が一部逆転する急斜，東翼が20ﾟ前後の緩やかに傾 
斜した非対称箱形の褶曲である．西翼の急斜部が大龍山 
断層となっている．下田村下大浦から田川上流部を極降 
部とし，以南では南にプランジする． 
 

大平向斜（新称） 
津田ほか（1976）は堀溝向斜と命名したが，向斜の中 

心は加茂図幅内の下田村大平から下田屋付近に位置し堀 
溝集落は向斜軸部に位置しないため改称する． 

下田村広手西方から加茂図幅の下田村五味沢山付近に 
至る長さ約12kmの向斜である．構造全体の走向は北東 
-南西方向であるが，本図幅内では他の褶曲と走向が域 
なり東北東-西南西に伸びる．本図幅では両翼の傾斜が 
10-15ﾟの緩やかな開いた向斜であり，向斜の中心部にあ 
たる加茂図幅内の五十嵐川両岸では向斜軸部の広い範囲 
で傾斜10ﾟ未満の盆状の構造をなす． 

 
Ⅴ．2 断 層 

 
角田-弥彦断層群 

仲川(1985)が角田-弥彦断層と命名，加野ほか(1999), 
稲崎・加野（1999）が角田-弥彦断層群と改称． 

脇野町断層とともに越後平野西縁断層帯を構成する． 
本図幅北端の弥彦山地と越後平野の間に想定される西傾 
斜の逆断層である．弥彦図幅内の角田山東方から国上山 
東麓の約20km以上に達する逆断層である．越たる部分 
は新潟平野地下に伏在し，その一部が段丘面を切る活断 
層として角田山東麓で認められている（活断層研究会， 
1980)．本図幅地域内では大河津分水両岸の椎谷層並び 
に西山層に撓曲が認められる．基礎試錘「吉田」の石油 
探鉱結果を考慮すると，この断層群による落差は断面図 
に示したように2,500-3,000mに達するものと思われる． 
すなわち，越後平野が西に傾動沈下したことを示すとと 
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もに，椎谷層の層厚の分布から本断層は少なくとも同層 
堆積期から活動を始めていたと考えられる．南方の脇野 
町断層とは雁行配列し，平野西縁を画している． 

 
脇野町断層（千谷，1920） 
活断層分野では鳥越断層群（活断層研究会，1980）が 

一般に用いられるが，これは脇野町断層の下盤（東）側 
に発達する短波長の褶曲（藤川背斜など）縁辺部の撓曲 
帯をさして使われることが多い．小林ほか（1991）は脇 
野町以南を与板背斜東翼撓曲帯と命名したが，石油探鉱 
における地下データ（たとえば片平，1974b；今村，2000) 
を参照すると本図幅内では伏在する大規模な断層として 
認められる．基礎試錐「三島」などの石油探鉱結果から 
は高角の断層と考えられている． 

 
吉野屋断層（活断層研究会，1980） 
五十嵐川右岸からから栄町吉野屋に至る下田丘陵西縁 

に位置し，丘陵縁辺の上部新生界を変移・変形させてい 
る．大面背斜西翼の一部が逆転する撓曲帯をなす．数本 
の断層が並走し，地表では御山層を切って地溝状の変形 
を与えている． 

 
北潟
きたがた

断層（新称） 
吉野屋断層の南に雁行して，栄町吉野屋南方から見附 

市城山北方に至る長さ3.5kmの断層．上部新生界を切 
断する東傾斜の逆断層で，白岩層と魚沼層とが接してい 
る．断層の西側の撓曲帯には一部に小規模な褶曲構造が 
認められる． 

 
大龍山
おおだつま

断層（新称） 
五十嵐川左岸の三条市月岡養護学校南から栄町大面川 

上流に至る長さ7km，北東ないし北北東の伸びを持つ 
東落ちの逆断層である．庄川背斜の急傾斜する西翼と， 
大面背斜の緩傾斜の東翼の間に発達する．落差は500m 
に達する． 

 
Ⅴ．3 活構造 

 
Ⅴ．3．1 概説 

本図幅周辺の越要な地質構造の大部分は魚沼層や灰爪 
層を変位させ，第四紀に活動している（第45図）が，こ 
こでは第四紀後期（御山層以上）の地層と段丘面に変形 
が認められる構造について記載する．越後平野の周辺 
は，北部フォッサマグナから日本海東縁部に伸びる活構 
造帯に位置し，多数の活断層や活褶曲が発達する．越後 
平野の東西縁辺に位置する断層や褶曲の平均変位速度は 
mm/yrのオーダーに達し，逆断層を越体とする活構造 
としては日本の陸上で最も変位速度が大きい一群に属す 
る． 

Ⅴ．3．2 弥彦-西山地域 

弥彦山地，西山丘陵と越後平野の境界には，越後平野 
西縁断層帯（小林・渡辺，1984の新潟平野西縁断層帯を 
小林，1996改称)を構成する北北東-南南西走向の逆断層 
群(角田-弥彦断層群と脇野町断層）が左ステップ状に雁 
行する（付図-1)．これらは共に明瞭な断層崖地形を持 
たないため，活断層研究会（1980,1991）では一部分の 
みを確実な活断層として記載しているが，前述のように 
石油地質学的調査より全体が第四紀に活発に活動してい 
ると考えられる（小林・渡辺，1984；下川ほか，1997). 

一方，西山丘陵には多くの褶曲構造が発達するが，良 
好な変位基準となる第四紀の後期の地層や段丘面の分布 
が限られており，これらが第四紀後期に継続的に活動し 
ているか否かを明らかにすることは難しい． 

 
角田-弥彦断層群 

角田山東方から国上山東麓に至る長さ約20km以上の 
逆断層．北端部は日本海の海底に連続すると考えられて 
いる（小林・渡辺，1985；鈴木，1989；石田，1998など). 

本断層は越後平野西縁地下に伏在し，明瞭な断層崖地形 
は認められない．しかし，国上山南麓では中位Ⅱ段丘面 
が標高約45mに位置する一方，図幅北端部の分水町境で 
同段丘面が褶曲し，標高約10mの沖積低地地下に埋没 
することから，断層上盤の背斜構造（寺泊背斜）を含め 
て同段丘面は少なくとも約30m上下に変位する． に新  
潟県（2000）や鴨井・新潟応用地質研究会軟弱地盤研究 
グループ（2000）は沖積層基底の深度分布から，断層下 
盤で活発な沈降運動が生じていることを明らかにした． 
しかし，断層の位置が不確かなため，地質図には位置を 
示していない． 

北隣の弥彦図幅北部にあたる巻町の角田山東麓におけ 
る反射法探査によると，越後平野地下の第四系が累積的 
に撓曲し(加野ほか，1999)，完新世の砂丘堆積物が撓曲 
に参加している（稲崎・加野，1999)．下川ほか（2000) 
は，角田山西麓の海岸に発達するノッチの高度（4-5 
m：鈴木，1993b)と，ほぼそれに対比される完新世の中 
頃の地層の標高(約マイナス20m)から，この断層の平均 
変位速度を3.5-4mm/年と見積もっている． 

 
脇野町断層と鳥越断層群 
分水町付近から長岡図幅の長岡市宮本町に至る長さ約 

20kmの逆断層．与板背斜の東に並走し，地表では一部 
で魚沼層などの逆転を降う撓曲帯をなす．鳥越断層群 
は，多くの油田調査より高角の逆断層であることが明ら 
かにされている．これは，多くの場合三島町脇野町以南 
の地域で脇野町断層の約500m-1km東（下盤）側に並走 
する短波長の活褶曲（藤川背斜，雲出背斜）翼部の撓曲 
群を称するが，両者は密接な関降を持つと考えられるの 
でまとめて記載する． 
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脇野町断層沿いの与板町本与板以南では随所で御山層 
や段丘面が5-30ﾟの東傾斜を示す．与板町本与板では， 
沖積面を約1m変位させる撓曲崖が認められ(第46図)， 
その下側に厚さ約60mの沖積層が分布する（下川ほか， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1997)．本与板付近で行われた深さ約300m以浅を対象と 
する P 波反射法探査では，断層下盤で 新統が累積的に  
傾動していることが示された(下川ほか，1997)．三島町 
宮沢では，逆転した魚沼層を傾斜不整合で覆う御山層が 
魚沼層の層面すべり断層に沿って変位する（第47図 A). 
太田・鈴木（1979）は，中位Ⅰ段丘堆積物が急傾斜する 
露頭を記載している．なお，脇野町断層は本与板以北で 
信濃川と沖積低地の地下に伏在し位置を明らかにするこ 
とができないため，地質図には示していないが，分水町 
市街地では所により深度数mで魚沼層と考えられる凝 
灰質泥岩が出現すること（新潟県平野部の地盤図集編集 
委員会編，1981）から，断層北端は分水町市街地東方に 
達している可能性が高い． 

鳥越断層群の北端部にあたる三島町脇野町では，中位 
Ⅰ段丘面を変形させる藤川背斜の西翼部で，御山層と中 
位Ⅰ段丘堆積物を切る逆断層が認められる（第47図 B). 
この周辺における深度数100mを対象とする P 波反射法 
探査（下川ほか，1997）及び深度数10mを対象とする S 
波反射法探査（稲崎ほか，1998）によって，地下に伏在 
する 新統 -完新統がと雑に変形していることが明らか 
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にされた（第48図)．渡辺ほか（2000）は，鳥越断層群の 
南端に近い長岡図幅内の三島町鳥越におけるボーリング 
とトレンチ調査より，本断層が完新世の後期に約1.7 
mm/yr の平均変位速度で変位し，最新の活動は約800年 
前以降である可能性が高いことを示した． 

島崎川向斜 
寺泊町戸崎付近から出雲崎図幅の出雲崎町大門に至る 

軸長  7-8 kmの向斜．この向斜に沿って幅  1-2 kmの 
和島低地が発達する．和島低地の中軸部に位置する和島 
村島崎では，中位Ⅰ段丘面と中位Ⅲ段丘面がそれぞれ 
50/1,000及び20/1,000程度西傾動する． 

 
西山丘陵の褶曲構造 
西山丘陵の後期新生代の褶曲構造のうち，島崎川向斜 

を除く構造では，第四紀後期の変位基準を欠くため，第 
四紀の後期に累積的な活動が行われたか否かを直接明ら 
かにすることは難しい．しかし，岸・宮脇（1996）は， 
褶曲帯に分布する上部新生界の傾斜不整合を追跡するこ 
とにより，西側の構造から東側の構造へと褶曲活動の場 
所が移動しながら断続的に進行し，丘陵西部に位置する 
寺泊背斜や小木ノ城背斜南部は中期 新世以降成長が寺  
えたとした．一方，小玉ほか（1974）は，1893-94年の水 
準点の設置以降，小木ノ城背斜の軸部が柏崎平野に比べ 
相対的に降起していることを記載し(第49図A)， に，  
川（1991）は同様の背斜部の降起が寺泊背斜でも認めら 
れることを示した（第49図B)． 

 
Ⅴ．3．3 三条-見附地域 

下田丘陵と東山丘陵には北北東-南南西走向の大きな 
と背斜構造（庄川と背斜と東山と背斜）が伸び，両者の 
接合部にあたる刈谷田川周辺ではと雑な地質構造が発達 
する（付図-2)．それらの地質構造の多くは段丘堆積物 
を変位させている(第50，51図)．庄川と背斜の東方に位 
置する大平向斜も段丘面を変形させている（付図-2)． 

 
庄川複背斜 
2 条の西落ち逆断層（大龍山断層と，吉野屋断層及び 

北潟断層）とその上盤の非対称な背斜構造（庄川背斜と 
大面背斜）及び東縁を画す東傾斜の撓曲帯によって構成 
され，加茂川左岸から刈谷田川右岸に到る長さ約10数 
km，幅約6kmのと背斜構造．この深部地下構造は明 
らかにされていないが，大龍山断層や北潟断層など背斜 
構造と調和的な逆断層が確認されることから，断層に降 
う褶曲構造（断層起因褶曲＝fault related fold）である 
可能性が高い． 

背斜の極降部を褶曲軸に直交して流れる五十嵐川の 
中位Ⅰ段丘面は，新第三系の構造と似た階段状の断面形 
を示し，確認されるだけで約100m変位する（第50図)． 
と背斜の東端をなす撓曲帯では五十嵐川の中位Ⅰ及び中 
位Ⅲ段丘面が東（上流側）に逆傾斜する（第50図)．この 
と背斜構造の庄川と背斜全体の平均変位速度は，中位Ⅰ 
段丘面の変位量から約 1 mm/yr ないしそれを若干上回 
る可能性が高いと考えられる． 
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吉野屋断層 
加茂図幅内の加茂川右岸付近から栄町吉野屋付近に至 

る下田丘陵西縁に位置し，段丘面や御山層を北西に急傾 
斜させる，全長約15kmの撓曲構造．庄川と背斜の西端 
に当たり，同と背斜を構成する地質構造の中で後期 新  
世以降に最も活動的な構造である．なお，活断層研究会 
（1980）は地溝状の変位地形が認められる五十嵐川左岸 
から栄町吉野屋に至る4kmの区間を吉野屋断層とし 
て記載したが，五十嵐川以北でも段丘面の撓曲や傾動が 
認められ，かつ魚沼層等の急傾斜帯が連続するため，こ 
れを一連の活断層と認定する． 

五十嵐川右岸では急傾斜する魚沼層を傾斜不整合に覆 
う中位Ⅰ段丘堆積物が20ﾟ程度西傾斜し（第52図)，五十 
嵐川左岸の中位Ⅰ段丘面及び中位Ⅲ段丘面も撓曲に参加 
する（第50図)． 

三条市月岡から栄町吉野屋に至る約4kmの区間で 
は小規模で不連続な東落ちの断層が2-3本発達し，三 
条市吉田から吉野屋付近ではこれに降って御山層が地溝 
状の細長い小地溝状に変形する．しかし，この撓曲近傍 
で行われた石油・天然ガス探鉱を目的とする地下地質調 
査では，地下の新第三系を大きく変位させる東落ちの断 
層は確認されていない（たとえば影山・金子，1992)． 
また，これら東落ちの断層は不連続で変位量が小さいこ 
とから，長岡図幅の悠久山断層北部（吉岡，1987）と同 
様に褶曲に降う層面すべり断層である可能性が高い． 

 
大龍山断層 
三条市月岡東方から栄町大面川上流に至る長さ約7 

kmの逆断層．この断層を横断して段丘面が分布する五 
十嵐川左岸では，中位Ⅰ段丘堆積物を変位させる逆断層 
露頭が認められ(第53図)，断層近傍で中位Ⅰ段丘面が約 
40m西落ちに撓曲する（第50図)． 

 
東山複背斜 
刈谷田川左岸から魚野川付近に至る，長さ約30km， 

幅5-15kmのと背斜構造．と背斜の中軸部に高角の逆 
断層（鋸山断層）が確認されており，断層起因褶曲の可 
能性が高い．本図幅はと背斜の北端にあたり，北傾斜の 
地質構造をなす．構造全体を横断して分布する第四紀後 
期の地層や段丘面がないため，第四紀後期の変位速度や 
変位形態を詳細に論じることはできないが，見附市明晶 
町南方の東山背斜北西端部で御山層が最大約20ﾟ西傾斜 
し，確認されるだけで約50m変位する（第51図）ことか 
ら，第四紀後期の平均変位速度は0.1mm/yr を大きく上 
回る可能性が高い． 

 
庄川複背斜と東山複背斜の接合部 
2 つのと背斜の接合部にあたる刈谷田川周辺では，と 

雑な地質構造が発達する． 

刈谷田川右岸の栄町本田付近から見附市城山北方に至 
る北潟断層の西側では，軸長1km程度の短軸で短波長 
の褶曲構造が発達する．これらの褶曲構造沿いの魚沼層 
は一部が逆転するなど著しく変形するが，御山層はこれ 
を傾斜不整合に覆って堆積する（第54，55図)． 

見附市耳取町では，御山層が5-15ﾟ，中位Ⅰ段丘面が 
30/1,000程度東傾斜する(耳鳥町撓曲)．明晶町から長岡 
図幅の長岡市田井町に至る道沿いの低地は御山層が参加 
する向斜構造をなし，向斜西翼で御山層が最大50ﾟ程度 
の急な東傾斜を示す． 

掘溝川左岸にあたる見附市池之島町では，刈谷田川の 
高位Ⅳ段丘面と中位Ⅲ段丘面が，東（上流側）にそれぞ 
れ約40/1,000及び10/1,000傾動する（第51図；池之島撓 
曲)．これは，東山背斜北端付近に位置するが，北に緩 
傾斜する段丘基盤（白岩層及び魚沼層）の構造と調和的 
とは言えない． 
 

大平向斜 
加茂図幅の下田村下田屋から同大平付近を中心とす 

る，軸長約10kmの盆状の向斜構造．向斜軸は盆地の西 
に片寄り，西翼側が急な非対称な形態を示す．魚沼層な 
どの地質構造と調和的に向斜の中心に向かって高位Ⅱ段 
丘堆積物が盆状に変形する（付図-2)．五十嵐川の中位 
Ⅲ段丘面以上の段丘面は高位の段丘ほど急な勾配で向斜 
状に変形する（第50図)． 

五十嵐川左岸の向斜東翼では町屋敷断層，下原断層な 
ど 3 本の短小な南北性の逆断層があり，それぞれ高位Ⅱ 
段丘面から中位Ⅲ段丘面を東落ちに変位させる（付図 
-2，50図；内藤，1975；鈴木，1993a)．これらの短小な 
断層の変位速度はいずれも0.01mm/yr 程度と小さく副 
次的な構造と考えられる（鈴木，1993a)． 
 
Ⅴ．3．4 越後平野地下 

越後平野地下の上部新生界は平野西部を軸とする大規 
模な向斜構造をなし，下位層ほど軸部に向かって大きく 
傾動する（たとえば片平，1974b；小林・渡辺，1984)． 
沖積層基底も上部新生界の構造と同様に平野西部で深 
く，最大深度約100mに達する舟状の形態を示す（第42 
図)．これは，越後平野が後期 新世以降にも西部を中  
心に沈降していることを示唆する（新潟県，2000；鴨居・ 
新潟応用地質研究会軟弱地盤研究グループ，2000)． 

また，加藤ほか（1984）は平野東部に西落ちの活断層 
を推定し，大木ほか（1998）は高温地下水の分布と1828 
年三条地震の被害分布から三条市市街付近を通る北北東 
-南南西方向，東落ちの活断層が伏在するとした（第56 
図)．しかし，今のところ，これらの伏在断層は，反射法 
地震探査結果やボーリング資料によって直接確かめられ 
てはいないため，今後の調査が期待される． 
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Ⅵ．応 用 地 質 

 
 

（小林巖雄・小松原琢） 
 

Ⅵ．1 石油・天然ガス 
 

江戸時代の寺島良．作「和漢三才図絵｣（1713）には， 
天然ガスを利用した様子が紹介され，崑崙橘茂世作「北 
越奇談｣（1811）にも，現在の三条市如法寺付近の農家で, 

地中にさした竹筒からでてくるガスを燃やしている様子 
が描かれている．これは「火井」と呼ばれていた．臭水 
油とともに天然ガスも古くから新潟の新地で使われてい 
たことを書きるしている書物である．この如法寺は三条 
市の東側にある丘陵に沿った場所で，市は天然ガスの利 
用が初めて紹介されたこの地を記念し 跡として指定し  
ている． 

三条図幅地域の丘陵地及び平野の地下には油・ガスの 
有機鉱床が多く存在し，それらの一部は現在も生産さ 
れ，また深層の鉱床が探鉱されている． 

東頸城丘陵の最北端にあたる寺泊地域(西山油帯)，及 
び下田丘陵の西縁にあたる見附・三条地域， に丘陵沿  
いの越後平野縁辺部には油・ガス田が広く分布し，かつ 
て採油された場所，あるいは現在生産されている所も多 
い．新潟油田地帯の中央に位置する産出地などでは，石 
油・天然ガスが江戸時代から利用されてきた．東山油 
田，西山油田をはじめとする油・ガス田は，明治時代以 
降個人あるいは降業によって， に国の事業としても長  
い間調査・開発が行われてきた． 

本図幅地域内の多くの油田は現在採取されていない 
が，昭和30年代から始まる新たな探鉱の結果，見附・藤 
川油田が発見され，現在も生産が続けられている．本地 
域には七谷層（グリーンタフ層）に産する深層構造性天 
然ガス開発のきっかけともなったといわれる見附油田が 
ある．現在，寺泊油田，吉田油田，大面油田，本成寺ガ 
ス田，東三条ガス田は生産が終わり，稼行されていない 
が，範囲が地質図に記入された藤川ガス田，見附油田の 
一部は引き続き生産されている． 

本図幅地域における探鉱及び生産のために掘削された 
越な坑井が諸新とともに第11表に，坑井（試掘井・傾斜 
井）の位置が地質図に記入されている．また，越要な坑 
井である基礎試錐「吉田｣，基礎試錐「三島｣，新開-1号 
井，中之島 TS-1号井，梅田 SK-1D号井，下鳥 SK-1号 
井の6坑井については地質断面図と層序が第57-62図に示 
されている．これらから見て，これまでに20箇所以上に 
及ぶ深部探鉱の試掘井を含む坑井が掘削されてきた．越 
に三島，見附，三条周辺，吉田の油ガス田地域のほか， 
重要探鉱地域として，与板，見附市小栗山，大河津にお 

いて試掘された．これらは西山，椎谷，寺泊新層のほか 
七谷層の貯留層を開発するために行われた． 

これらの成果によると，地表では分水町国上山周辺に 
露出する七谷層，地域地質層序では観音寺層相当層が， 
基礎試錐｢三島｣で地下5,809mに存在し，地表の露出標 
高との落差が5,000m以上に達する．この基礎試錐は平 
野の西縁に存在する藤川ガス田に掘削されている．平野 
の東側にあたる見附油田及び三条周辺にかけては，七谷 
層が地下約2,000-1,000mに存在し，その深度がほかの 
地域に比べて浅い． 

本図幅地域に分布する油・ガス田（地質図参照）の概 
要について次に述べる．なお，藤川ガス田，雲出ガス田 
については長岡図幅で記述されているので省略する．三 
島町，長岡市に分布する鳥越ガス田についても省略する. 

 
見附油田（石油資源開発株式会社編，1967；石油技術 

協会，1973；新潟県，1977） 
見附油田は見附市街地にあり，古くからガス徴が地表 

に多数知られていた．この地域の石油探鉱は昭和23年に 
始まり，昭和30年代にはいり地震探鉱，試掘が石油資源 
開発株式会社により行われ，油・ガス徴を認めたものの 
稼行にはいたらなかった．昭和33年に掘削された SK-3 
号井は椎谷層の砂岩層から石油を産出し，仕上げられ 
た．SK-4  号井では七谷層の緑色凝灰岩から原油を産 
出，初日産13.3klが得られた．1,740.2-1,764.2mを仕 
上げることができた． 

地表では沖積層に覆われるが，北東と南側に丘陵地が 
広がりそこには中部 新統から鮮新統である御山層，魚  
沼層，白岩層，牛ヶ首層などが著しく褶曲し露出してい 
る．北東側の丘陵には大面油田，小栗山試掘地がある． 
見附油田の標準層序は第63図に示すように上位の魚沼層 
から七谷・津川層まで欠層もなく累重している．七谷層 
と津川層は岩質及び変質度の差によって区分された．第 
64，65図は見附凝灰岩層の上限の深度で示す地下構造図 
及び縦断面図である．これからもわかるように，油田の 
地質は数本の胴切り断層で切られたドーム状の背斜構造 
で，七谷期以降に堆積盆地の中で連続的に高所が形成さ 
れたシンクロナスハイであると言われている．椎谷層中 
の貯留層は凝灰質砂岩層で深度約1,200m，七谷層では緑 
色凝灰岩層(見附凝灰岩層，SK36号井で1,616-2,875m) 
中の石英．山岩質溶岩，角礫凝灰岩，割れ目などである. 

深度約1,700m以深で，G-Ⅰ層と G-Ⅱ層に区分されてい 
る．緑色凝灰岩中の火山岩体の形態を予測することは難 
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しい． 
昭和34-39年の開発中に，SK-11号井が，原油255kl， 

ガス35,600m3の初日産，SK-12号井が日産で原油100k1 
以上を生産した(第66図)．出油範囲は南北1.5km，東西 
1kmである．油層の層厚が非常に厚く枚数も多い．緑 
色凝灰岩層の油ガス層を目的に掘削された42坑井のう 
ち，29坑井が成功している．水押し型である． 

 
寺泊油田・郷本油田（地質調査所編，1957；新潟県， 

1977） 
寺泊及び郷本油田は寺泊町西部の丘陵地に広がり，い 

ずれも寺泊背斜にかかわる油田である．とくに，背斜の 
北部を占める油田が寺泊油田，その南部で海岸に沿って 
形成された油田を郷本油田と呼ばれてきた．この背斜に 

沿ってガスや油が産出する露頭が古くから知られ，明治 
時代後半から石油産業がこの地域で始まり，現在の分水 
町国上地区や寺泊町郷本地区において手堀式掘削による 
試掘が行われ，出油を見た．その後，産油量は少ないも 
のの，採油がなされてきた． 

本油田の地表には，寺泊背斜を中心に広く寺泊層が分 
布し，背斜東翼では椎谷層以上の地層も露出する．硬質 
頁岩，緑色凝灰岩や火山岩類からなる七谷層は，弥彦山 
地南部において地表に露出し，これらの地層が西山丘陵 
地域においても寺泊層の下位に存在する．寺泊町吉で掘 
削された試掘井では，七谷層の泥岩，ドレライトが深度 
1,665mにおいて確認された．本油田の油・ガス層は寺泊 
層中の砂岩・凝灰岩である．郷本油田ではこれらの地層 
が地下100-200mの深度にある．原油の比重は約0.930- 
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0.830である．寺泊油田が開発されたのは明治37年(1904) 

といわれ，1924-1946年における原油の累計生産量は149 
klである．現在，埋蔵量としては枯渇油田とされてい 
る． 
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大面油田（地質調査所編,1957；新潟県，1977） 
大面油田は三条市東南10kmの丘陵地，栄町吉野屋・ 

大面の東に当たり，大面背斜の東翼部に位置する油田で 
ある．この地域の油徴は古くから知られ，江戸時代の文 
政年間（1818-1829）には原油が採取されていたといわれ 
る．明治の初めには手堀が試みられ，大正年代に入ると 
機械堀によって大噴油（大正3年）に成功し， に昭和の  
初めには七谷層から日産約10万m3を採取できたガス層 
が発見された． 

本油田付近の地表には，牛ヶ首層，白岩層（いずれも 
西山層相当)，魚沼層が露出し，大面背斜は西翼が急傾 
斜の非対称背斜構造をなすために，産油層が地表での背 
斜の軸の位置よりも東に寄っている．地下層序は上位か 
ら深度800mまで白岩層，牛ヶ首層，砂岩泥岩降層，暗 
灰色泥岩層からなる.深度1,500m以下で緑色凝灰岩層 
になる．大面油田の地下構造図（地質調査所，1957）で 
は緑色凝灰岩層上限の深度が浅めに描かれている．産油 
層は上位からⅠ層，Ⅱ層，Ⅲ層，Ⅳ層，Ⅵ層と命名され, 
いずれも椎谷-寺泊層で，深度800-1,100mにある．原油 
の貯留は背斜構造に降った砂の尖滅封鎖による．原油は 

外観が深黒色，不透明質，比較的タール分に富むもので 
ある．比重は0.898，油質は混合基である． 

油田開発年は大正5年（1916）で，採油坑井数90坑， 
採油年数36年で，218,088.57klの原油を採収した．平均 
1 坑あたりで，2,423.21klになる． 

 
本成寺ガス田 
大面油田の北側延長に当たる三条市最南部の丘陵地に 

狭い範囲で開発されたガス田である．昭和 3（1928)年12 
月18日に開坑された本成寺 R-1 号井は翌年 4 月に1,496 
mに達したところガスの大噴出に遭遇した．その後累計 
生産量5,100m3のガスが産出した． 

 
東三条ガス田（石油資源開発株式会社編，1967；新潟 

県，1977） 
本ガス田は三条市の南の丘陵地に近い平野部に位置す 

る．昭和30年代に入り，地震探鉱及び周辺地域で掘削さ 
れた試掘井の結果から，三条市如法寺付近に有望な構造 
が確認された．昭和35(1960)年に東三条 SK-1 号井の試 
掘が石油資源開発株式会社によって始まり，深度1,219.5 
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mで七谷層の緑色凝灰岩に到達し，大量のガスが発見さ 
れた．掘削深度1,270.7mで掘り止めになり，日産ガス 
が10万m3に達した．この構造は大面背斜の北側で断層 
を境に接する下りブロック構造で，北東-南西方向の軸 
をもつ背斜構造である．貯留岩は凝灰岩からなり，GR・ 
TFガス層と呼称された．ガスの賦存面積は120千m3， 
有効層厚は25mであり，ガス層の広がりは狭い範囲であ 
る．ガス層は1,220-1,265mに存在し，水飽和率は40％， 
孔 率は 18-30％．油の比重は0.790，ガス比重は0.568 
で，メタン99％以上．水の塩分濃度は15,280mg/l 掘削 
深度2,004mの東三条 SK-2 号井と合わせてガスが累計 

5 百万m3生産されていた． 
 

吉田油田（石油技術協会，1973；新潟県，1977） 
昭和44（1969）年に西蒲原郡分水町大字砂子塚におい 

て深度5,006mの基礎試錐｢吉田｣が掘削された．これは 
越後平野における深部層の探鉱を促進するために，七谷 
層のグリーンタフ層までの層序を明らかにすることが目 
的とされていた．その結果は5,000m以上の深度にもか 
かわらず，グリーンタフ層には到達しなかった．達した 
層位は越に褐色-暗灰色凝灰質泥岩からなる寺泊層で 
あった（第11表，第57図)．しかし椎谷層の最上部に当 
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たる約3,607-3,620mにおいて出油に成功した．貯留岩 
は細粒-粗粒砂岩からなり，椎谷層の上限，すなわち， 
No.3 Globorotalia inflata bed の下限のコンターによっ 
て示された地下構造図（第67図）によると，北へ下がる 
緩やかな背斜によって形成されている構造である．産出 
した油の比重は0.891-0.892である．水の塩分濃度は 
19,635mg/lである．昭和44年12月-47年末で8,000klの 
原油が採取され，累計生産量は油が14,176.53kl，ガス 
が3,161,095m3である．坑井数は  3 坑であった．昭和 
53（1978）年 3 月23日に廃山した． 

 
Ⅵ．2 温 泉 

 
三条図幅地域内には，現在温泉源の水温が25℃以上の 

温泉は 1 箇所，25℃未満の鉱泉が 5 箇所で湧出し（第12 
表)，利用されている．1,500m，500mまでそれぞれ掘 
削された井戸は寺泊温泉，長崎温泉の新 1 坑で，前者は 

寺泊背斜付近で，後者は弥彦山地と平野の境界付近に位 
置している．鉱泉の水質化学分析値を第13表に示す．ほ 
とんどが食塩泉で，一部硫黄泉を湧出する． 
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Ⅵ．3 地下水 

 
本図幅の越後平野では，埋没段丘礫層(P層＝G1層） 

が最も越要な帯水層として広く分布するほか，三条市， 
燕市や見附市の市街地周辺では扇状地堆積物（Af層）や 
沖積層中の砂層（As1 層と As2 層）も帯水層となってお 
り，越に工業用や冷房用に利用されている（新潟県， 
1974；1993)．特に三条市と燕市周辺では厚い As1 層が 
蛇行状に分布し，市街地の浅井戸で多く利用されている 
（第68図；通商産業省関東通商産業局，1992)．燕市付 
近のP層中の地下水は鉄分に富み，ナトリウムイオンと 
塩素イオンの濃度が非常に高いため（通商産業省関東通 
商産業局，1992；第69図)，消雪用以外にはほとんど使 
われていない（北陸地方土木地質図編纂委員会，1990). 

本図幅の市街地では，いずれも消雪用取水に降って地 

下水位が冬期に低下する傾向があり，特に三条市市街で 
は地下水位の年変動は15mにも達し，浅い井戸では井 
戸枯れが発生している(国土庁土地局，1999)．三条市周 
辺で地盤沈下の徴候が認められている（新潟県，1993） 
が，今のところ新潟市や長岡市などと比較して深刻な被 
害や地下水汚染は報告されていない（国土庁土地局， 
1999)． 

 
Ⅵ．4 平野の土木地質 

 
越後平野では，標準貫入試験による N 値50以上の極 

めて密な，広く連続的に分布する支持地盤は，上部 新  
統の埋没段丘礫層(P 層）に求められる（新潟県平野部の 
地盤図集編集委員会編，1981)．本図幅南部や三条市周 
辺に分布する扇状地及び河床堆積物（Af 層＝長岡砂礫 
層）も N 値20-50の締まった砂礫を越とするが，所によ 
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り N 値5-10程度の粘性土を挟有する（新潟県平野部の 
地盤図集編集委員会，1981；青木，1996など)．これら 
の地層の上面の深度は，見附市で20-30m，中之島町市街 
地で40-50m，三条市市街で30-50mであるが，燕市とそ 
の西方では70-100mに達する（新潟県平野部の地盤図集 
編集委員会編，1981；新潟県，2000など)．P 層の上位 
には沖積層（A3 層-A1 層）が分布する．A3 層の N 値 
は，粘性土（Ac3 層)・砂質土（As3 層）でそれぞれ20 
前後，及び30-50以上を示す．A2 層の  N  値は粘性土 
（Ac2 層)・砂質土（A2s 層）でそれぞれ10前後，20-50 
以上，A1 層の  N  値は粘性土（Ac1 層)・砂質土（As2 

層）でそれぞれ10以下，10-30である（新潟県，2000)． 
また，新層に挟まれる腐植質層には，非常に柔らかいも 
のが多く，特に A1 層中の腐植質土の  N 値は  5 未満で 
あることが多い．和島低地の沖積層は概ね N 値 5 未満， 
下半部で N 値5-10の粘性土を越体とし，砂などを挟む 
（藤田・長谷川，1996)．これらの地層の工学的性質に 
ついては，北陸地方土木地質図編纂委員会（1990）や新 
潟県（2000）などにまとめられている． 
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Ⅵ．5 地すべり 

 
本図幅の丘陵地域には中-小規模の地すべり地形(第70 

図）や古い地すべり土塊が多数認められる．その多くは 
第四紀中期以降に活動したものであり，現在も活動して 
いるとは限らない．しかし，最近活動中の地すべりの大 
部分は過去の大規模な地すべりの一部が再活動したもの 

と考えられ（高浜・藤田，1986など)，過去に地すべり 
が生じた場所とその周辺は地すべりや大規模な表層崩壊 
が発生しやすい傾向がある（高浜・伊東，1989)．第70 
図には地すべり地形と巨大地すべり土塊（高浜・山崎， 
1987）を，及び第14表に建設省，農林水産省，新潟県に 
よって指定されている10箇所の地すべり指定地を示す． 

新層毎の地すべり地形の分布や地すべりの特徴を概観 
する． 
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寺泊層，椎谷層及び荒谷層の分布地域には本図幅の丘 
陵では最も多く地すべり地形が分布する．とりわけ寺泊 
海岸沿いの寺泊層分布地域には破降の進んだ地すべり地 
形が連続し，郷本地区など一部が防止地域に指定されて 
いる．寺泊背斜の東翼においても同層の構造が不規則に 
乱れる場所があり，土塊が少なからず移動しているとみ 
なされる．これらの地層は黒色泥岩と極細粒砂岩及びそ 
れらの降層からなり，乾湿風化によるスレーキングを起 
こしやすく，細かく降かれた風化崩積土塊が 2 次移動す 

ることによって生じる地すべりが多い．また，酸性凝灰 

岩中に含まれるモンモリロナイトが膨潤しやすいこと 

が，凝灰岩層をすべり面とする流れ盤方向の地すべりを 

生じさせる要因の 1 つとなっている．大河津分水路右岸 

では大正年間の分水路建設時に寺泊層分布域で 3  回の地 
すべりが発生し，その上流側で1993年6月以降地すべり 
が再活動している．これは岩盤が巨大なブロックのまま 
滑動した岩盤すべりとみなされている． 

西山層，牛ヶ首層，及び白岩層の分布地域には，寺泊 
層等の分布地域についで地すべり地形の占める面積比が 
高く，特に起伏量の大きな小木ノ城背斜や大面背斜の周 
辺には地すべり地形が密集する．地すべり防止地区に指 
定されている栄町本田や同吉野屋の地すべりは越に白岩 
層の分布域に位置するが，断層近傍で原岩に小断層や短 
波長の褶曲などのと雑な地質構造が発達する場所に相当 
する． 

灰爪層分布地域には急崖をなす小規模な崩壊地形が随 
所に見られるが，逆転層や小断層・短波長の褶曲が発達 

する与板背斜周辺を除いて地すべり地形は比較的少な 
い． 

魚沼層分布地域は，比較的地すべり地形の占める面積 
比は小さいが，礫・砂・泥の降層が分布する地域やと雑 
な地質構造が発達する地域を中心に地すべり地形が点在 
し，一部地すべり防止地区に指定されている． 

これらの地質と地すべりの運動形式の関降について 
は，野崎・古川（1998）にまとめられている（第15表). 

 
Ⅵ．6 地 震 

 
本図幅地域には活動度の高い活構造が多数あり，活断 

層を震源とする地震発生の 度が相対的に高い地域と言  
える．また，最近の地震観測によると越後平野西部周辺 
は中小地震が発生していない第 2 種地震空白域に当たる 
と指摘されている（Mogi，1988)． 

一般に活構造が引き起こす地震の規模や間隔などには 
ある程度の規則性があり，地震に降う地盤災害にも地域 
ごとの特徴があるため，これらを明らかにすることは地 
震災害軽減の上で有効と考えられる．そのためには，地 
学的調査と共に 料地震学的研究が重要な役割を果た  
す．ここでは，本図幅地域の越として文書に記録された 
歴 時代の地震記録について概観する (第16，17表)．越 
後国の中世以前の文書記録は十分とは言えず，被害地域 
やその程度を具体的に特定できないため，越後国に被害 
を与えたとされる地震をすべて表に示したが，近世以降 
では越後平野周辺で被害記録がるされている地震のみを 



― 81 ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

示した． 
本図幅周辺の活構造を震源とする可能性をもつ，マグ 

ニチュード 6 以上の地震として以下をあげることができ 
る． 

 
863年（貞観五年）越中・越後の地震（マグニチュー 

ド 7 以上 ? ） 
越後-越中の沿岸部の新地で大規模な地変や津波によ 

る被害が生じたと記録，伝承されている（東京大学地震 
研究所編，1981)．9 世紀後半には，このほかにも北部 
フォッサマグナから日本海東縁の新地で大規模な被害地 
震が続発している（宇佐美，1996)． 

最近，本図幅内の和島村島崎の八幡林遺跡（和島村教 
育委員会，1994）や下ノ西遺跡を始めとして，越後平野 
西部周辺の新地で 9 世紀ごろの液状化や地割れの跡が発 
見されている（高濱ほか，1998)．これらは863年地震を 
始めとする大地震によって生じたと考えられる（寒川， 

1997)． 
 

1092年（寛治六年）越後の地震（マグニチュード6.0- 
6.3 ? ） 

岩船-柏崎間の海岸に非常に大規模な津波が押し寄せ 
たとの記録がある（東京大学地震研究所編，1981）が， 
地震があったことを示す文書は少なく，信憑性に疑問が 
もたれる（宇佐美，1996)． 

 
1670年（寛文十年）西蒲原地震（マグニチュード63/4） 
従来この地震の震央は，新潟県北東部と考えられてき 

た（たとえば宇佐美，1987)．しかし河内・大木（1996) 

は 料の再検討により，越後平野西部に被害が集中する  
ことを明らかにし，震央を西蒲原地方に修正した． 
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第72図 1964年新潟地震により地盤災害が生じた場所 新潟県（1965）をと写
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1828年（文政十一年）三条地震（M＝6.9） 
この地震の記録は豊富にるされており（東京大学地震 

研究所編，1984b)，被害状況のかなり詳細な新新が可能 
である(冨田ほか，1986；中村，1999など)． 料を基に  
作成された震度分布図（第71図）によると，燕市から長 
岡市に至る越後平野南部の広い範囲が震度6-7の強震 
動に見舞われ，特に三条市から見附市を中心とする平野 
東部では大きな被害が生じたが，同平野の中部以北では 
大きな被害は生じなかった．この地震に降って新潟市以 
南の越後平野新地で地盤の液状化が生じたことを示す記 
録（五十嵐，1959）がある．とりわけ激震域に当たる本 
図幅の平野では多くの場所で液状化が生じたと考えら 
れ，三条市市街地に位置する三条城遺跡（高濱ほか， 
1998）や加茂市の ）遺跡（伊藤， 1993）など周辺新地 
の遺跡でこの地震に降うと考えられる液状化の痕跡が見 
つかっている． 

この地震に前後して象潟地震(1804年；M＝7.0±0.1) 

や庄内沖の地震（1833年；M＝7.5±1/4)，善光寺地震 
（1847年；M＝7.4)など北部フォッサマグナから日本海 
東縁に至る新地で大規模な地震が続発した． 
 

新潟地震に伴う地盤災害 
新潟地震は本図幅の北北東約100kmの日本海を震央と 

する Mj＝7.5の地震である．この地震による災害はさま 
ざまな観点から調査されており，周辺で発生した大地震 
による地盤災害を予測する上で貴重な資料となってい 
る．本図幅周辺では，越後平野西部，特に信濃川や西川 
などの河川沿いで多くの液状化や斜面崩壊などの地盤災 
害が発生している（第72図；新潟県，1965）が，このう 
ち河川沿いの地盤災害の多くは堤防の変形を，越後平野 
西部の沖積低地のものは液状化を越とするものと考えら 
れる（新潟県，1965)． 
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(ABSTRACT) 
 

The Sanjo District is situated in the central part of Niigata Prefecture, central Honshu. This district covers 
the area between latitude 37ﾟ30' N and 37ﾟ40' N and between longitude 138ﾟ45' E and 139ﾟ00' E. 

The district is occupied in its western part by the Yahiko Mountains and Nishiyama Hills(Yahiko-Nishiyama 
Area), in the western part by the Shitada and Higashiyama Hills(Sanjo-Mitsuke Area) and in central part by the 
Echigo(Niigata) Plain along the Shinano River. The district is geologically in the Late Cenozoic Shin-Etsu 
sedimentary basin, which is characterized by thick and strongly folded Neogene to Quaternary sediments. The 
main trend of the Nishiyama and Shitada-Higashiyama Hills is NNE-SSW, and this trend reflects the major 
geological structure. Anticlinal area coincides with hills, while major synclinal axes are distributed under the 
Echigo Plain. 

 
Geology 

 
The Sanjo district is underlain by a thick sequence of Middle Miocene to Middle Pleistocene sediments with 

the Late Quaternary terrace deposits and the Alluvium which are distributed in the Echigo Plain and along rivers, 
as shown in Fig.1. Pre-Neogene basement rocks do not expose in the district. The Sanjo district is located in 
the Niigata Oil Field Zone, which is filled by mainly upward shallowing Middle Miocene to Middle Pleistocene 
marine to non-marine sediments. This basin is one of the most deeply subsided Neogene basins in Japan ; total 
thickness of Neogene and Quaternary sediments under the Echigo Plain is over 6,000 m. Many volcanic ash and 
biostratigraphic horizons are useful to correlation and dating for these sediments in the area. Pliocene to Lower 
Pleistocene lithostratigraphic units are not coincide chronological horizons ; western part usually indicate deeper 
or near marine facies than eastern part at the same time horizon. 

 
Yahiko-Nishiyama Area (Neogene to Lower Pleistocene) 

 
The Neogene to Lower Pleistocene sediments in the Yahiko-Nishiyama Area are divided into the Nanatani, 

Teradomari, Shiiya, Nishiyama, Haizume and Uonuma Formations in ascending stratigraphic order (Fig. 1). 
The Nanatani Formation is the lowest formation exposed at surface and crops out narrowly at the northwest- 

ern margin of the area. This formation consists of Rhyolite and tuff (Ry), dark gray mudstone, hard shale and tuff 
(Nt), Green tuff(Ng). Some deep drillings reach top of this Formation under the Echigo Plain at the depth of 700 
to 5,800 meters. The planktonic foraminiferal belonging the Globigerinoides sicanus-Praeobulina glomerosa curva 
zone (PF1 Zone of Maiya (1978)) occur in deep drilling under the Echigo Plain. 

The Teradomari Formation conformably overlies the Nanatani Formation and is widely distributed in the 
coastal area. It is mainly composed of flysh type alternation of sandstone and mudstone. The total thickness of 
this formation is estimated to be more than 500 meters. The type of the planktonic foraminiferal zone Globorotalia 
pseudopachyderma / Globigerina woodii zone (PF4 ; Maiya, 1978) is in the lower part of this formation located at 
the northwestern margin of this area. 

The Shiiya Formation conformably overlies the Teradomari Formation and is distributed surrounding that 
formation. It is composed of black mudstone, alternation of sandstone and mudstone with intercalated layers of 
pebbly mudstone, which ranges in thickness from 300 to 350 meters. This formation is considered to represent a 
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turbidite sequence and associated units deposited in the semi-pelagic trough type basin. Fission-track dating of 
tuff layers indicate the Late Miocene to Early Pliocene. 

The Nishiyama Formation conformably overlies the Shiiya Formation. This formation is widely distributed 
in the Nishiyama Hills, and its thickness is about 260 meters in the eastern limb of the Yoita anticline, 500 to 650 
meters around the Yoita anticline. The Nishiyama Formation is composed mainly of bluish gray massive 
mudstone (Ny), and locally accompanies alternation of sandstone and mudstone (Na) in the basal part. It 
intercalates many volcanic ash marker layers, such as Znp, Sdp, Chw, SK100 and Yih in ascending order. The 
SK100 and the Yih exist crossing the lithostratigraphic boundary between the Nishiyama Formation and the 
Haizume Formation. The planktonic foraminiferal zone Globigerina pachyderma (dex.) / Glogorotaloa orientalis 
Zone (PF7 ; Maiya, 1978) and the calcareous nannofossil biohorizons ⑬ to ⑨ (Sato and Takayama,1992) are 
recognized. These biostratigraphies, magnetostratigraphy and fission-track datings of tuff layers indicate the 
Middle Pliocene to Earliest Pleistocene. 

The Haizume Formation unconformably overlies the Nishiyama Formation in the eastern limb of the 
Teradomari anticline, and conformably overlies the same formation around the Oginojo anticline. This formation 
consists mainly of bluish gray sandy siltstone with calcareous sandstone. This formation is widely distributed and 
thickness ranges from 120 to 800 meters. It commonly yields foraminiferal and molluscan fossils. Intercalated 
marker beds of volcanic ash are SK100, Yih, and SK030 in ascending order. The Planktonic foraminiferal zones 
Globigerina pachderma (sin.) / Globigerina quinqueloba zone (PF8 ; Maiya, 1978) and Globigerina pachyderma (sin.) / 
Globigerina incompta Zone (PF9 ; Maiya, 1978) and the calcareous nannofossil biohorizons ⑩ to ⑨ (Sato and 
Takayama, 1992) are recognized in the adjoining western Izumozaki area. These biostratigraphy, magnetostrati- 
graphy and fission-track dating of tuff layers indicate Early Pleistocene. 

The Uonuma Formation unconformably overlies the Shiiya to Haizume Formation Formations in the eastern 
limb of the Teradomari anticline and conformably overlies the Haizume Formation around the Oginojo anticline. 
This formation consists of sand (Us), marine mud (Um), gravel (Ug) and alteration of gravel, sand and mud (Usg). 
This formation is widely distributed around the Shimazakigawa syncline, and its total thickness is 350 to 420 
meters in the hilly land, however its maximum thickness reaches over 2,000 meters under the Echigo Plain. It 
contains two characteristic volcanic ash layers, such as SK020 and Ksg. It is composed of alterations of terrestrial 
and shallow marine deposits. Several marine mud and sand layers are widely traceable. This Formation yields 
various kinds of fossils such as marine to fresh molluscs, diatoms, and plants. Fission track datings of volcanic ash 
and paleomagnetic data indicate the Early to Middle Pleistocene. 

 
Sanjo-Mitsuke Area (Neogene to Lower Pleistocene) 

 
The Neogene to Lower Pleistocene sediments in the Sanjo-Mitsuke Area are divided into the Araya, 

Ushigakubi, Shiroiwa and Uonuma Formations in ascending stratigraphic order (Fig. 1). 
The Araya Formation is the lowest strata in the Shitada Hills. It crops out along the Shogawa anticline, and 

consists of massive black mudstone. The thickness of this formation is estimated to be more than 500 meters. It 
yields some kinds of planktonic foraminifera, but precise chronology is not yet established. It is estimated to be 
correlated to the Shiiya Formation of the Yahiko-Nishiyama area. 

The Ushigakubi Formation conformably overlies the Araya Formation. This formation exposes in the 
northern part of the Higashiyama anticlinorium, and is mainly composed of massive bluish green mudstone (Um), 
accompanied with alternation of sandstone and mudstone (Ua) and thin dacitic pyroclastic rocks (Ud). Its thickness 
is about 180 to 250 meters. The planktonic foramineferal zone is Globigerina pachyderma (dext.) / Globorotalia 
oraieutalis Zone (PF7 ; Maiya, 1978), and No. 3 Globigerina inflata bed (ca, 3.6 to 2.6 Ma) is recognized in the 
alternation of sandstone and mudstone (Ua). So this formation is correlated with the lower part of the Nishiyama 
Formation in the Yahiko-Nishiyama area. 

The Shiroiwa Formation conformably overlies the Ushigakubi Formation. It widely crops out surrounding the 
Shogawa anticlinorium, and consists mainly of massive sandy siltstone. The bed thickness ranges 200 to 600 
meters. It commonly yields the Plio-Pleistocene molluscan fossil assemblage“Omma-Manganji Fauna”and 
foraminifera. This formation is correlated with the middle to upper part of the Nishiyama Formation in the 
Yahiko-Nishiyama area. 

The Uonuma Formation conformably overlies the Shiroiwa Formation. This formation is widely distributed 
east of Mitsuke City and the Shitada basin (eastern limb of the Shogawa anticline). The Uonuma Formation in 
this area consists of sand (Us), marine mud (Um), and alteration of gravel, sand and mud (Usg), and its total 
thickness is about 250 meters Marine mud layers (Um) yield molluscan fossils. It contains characteristic volcanic 
ash layers, SK100 and SK110, which exist in the uppermost part of the Nishiyama Formation and lowermost part 
of the Haizume Formation in the Yahiko-Nishiyama area. 
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Middle to Upper Pleistocene and Holocene 
 

The Middle Pleistocene to Holocene are mainly distributed in and surrounding the Echigo Plain, and in the river 
valley dissected in the hilly land of the Sanjo-Mitsuke area. They comprise the Oyama Formation, terrace 
deposits, Alluvium, landslide deposits and so on. 

The Oyama Formation is distributed in the narginal part of the hilly lands of the Yahiko - Nishiyama area 
and Sanjo - Mitsuke area. This formation clino-unconformably overlies the Uonuma Formation. The thickness 
attains to 50 meters. It consists of sand and silt accompanied with ill-sorted gravels, and does not form 
depositional surface. It is considered to be Middle Pleistocene. 

The terrace deposits are mainly distributed in the Shitada Basin and along the Ikarashi and Kariyata Rivers, 
which dissect the hills in the Sanjo - Mitsuke area. They form ten or more terrace surfaces, and roughly subdivided 
into three groups ; Higher terrace deposits, Middle terrace deposits and Lower terrace deposits in ascending 
stratigraphic order (Fig. 1). They consist mainly of gravel and sand with intercalated silt layers, and covered with 
eolian loam which attains 7 meters at maximum. There are some widespread tephras, such as DKP (47 to 55ka), 
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AT (22 to 25 ka) and As-K (13-15ka) in the eolian loam. The Middle Ⅲ terrace deposit which forms lowermost 
terrace in the Middle terrace group is directly covered by the DKP, and The Lower Ⅰ terrace deposit which forms 
the highest terrace in the Lower terrace group is covered by the AT. These tephras and stratigraphy of covering 
eolian loam indicate that the Higher terrace deposits are Middle Pleistocene, the Middle terrace deposits are Latest 
Middle Pleistocene to Late Pleistocene, and the Lower terraces are the latest Pleistocene to Holocene. 

The Alluvium is distributed under the Echigo Plain and its surrounding lowlands, and unconformably overlies 
the Late Pleistocene buried terrace deposits. It is composed of fluvial silt, sand, gravel and humus, with some thin 
tephra layers. It attains about 160 meters at maximum under the northwestern part of the Echigo Plain. It filled 
trough-like buried basin which axis located near the western margin of the Echigo Plain and elongates NNE to 
SSW. 

Many landslide deposits are distributed in the hilly areas, and are considered to have been acted Middle 
Pleistocene to Holocene. 

 
GEOLOGIC STRUCTURE 

 
The NNE-SSW trending folds and reverse faults characterize the geologic structure in the Sanjo district. The 

area is geologically subdivided three structural zones ; the Nishiyama Anticlinorium zone, the Echigo Plain 
synclinorium zone, and the Higashiyama anticlinorium zone from west to east. The Nishiyama anticlinorium zone 
is composed of some major anticlines ; the Teradomari anticline, Oginojo anticline and Yoita anticline, and their 
surrounding synclines and minor structures. The Oginojo and Yoita anticlines are tight box folds. The Echigo 
Plain synclinorium is deeply subsided syncline of which the axis locate near the western margin of the Echigo Plain, 
and it forms a graben which both boundary is bounded by reverse fault or flexure. Two echelons arranged major 
reverse fault ; the Kakuta-Yahiko Faults and Wakinomachi Fault bound the Nishiyama anticlinorium zone and the 
Echigo Plain synclinorium. The vertical shift of these faults and their surrounding folds attain over 2,000 meters 
at the No.2 Globorotalia inflata bed (1.45 to 1.25 Ma). The Higashiyama anticlinorium zone is composed two 
anticlinoriums ; the Shogawa anticlinorium in the Shitada Hills and the Higashiyama anticlinorium in the 
Higashiyama Hills. Both anticlinoriums are bounded with the Echigo Plain synclinorium by flexure. Almost all 
of these Neogene structures are still active in the Late Quaternary. Especially, the mean vertical displacement rate 
of the Kakuta-Yahiko faults and Wakinomachi Fault is over 1mm/yr. This district is one of the most active late 
Quaternary reverse fault zone in Japanese Islands. 
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